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1労働の科学　78巻６号　2023年

ふ か ん

巻頭言
ふ俯瞰

私
は
こ
の
６
月
︑
社
会
福
祉
法
人
は
ら
か
ら

福
祉
会
理
事
長
を
退
任
し
ま
し
た
︒
は
ら
か
ら

福
祉
会
は
無
認
可
時
代
を
含
め
る
と
40
年
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
︒
私
は
立
ち
上
げ
に
参
加
し
今

日
ま
で
い
ろ
ん
な
形
で
か
か
わ
っ
て
き
ま
し

た
︒
理
事
長
は
平
成
18
年
か
ら
で
し
た
︒
こ
の

40
年
間
こ
だ
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
︑
障
害
が
あ

っ
た
と
し
て
も
︑
ど
う
す
れ
ば
働
い
て
暮
ら
せ

る
賃
金
を
手
に
で
き
る
か
で
す
︒

私
が
最
初
に
障
害
者
の
賃
金
を
意
識
し
た
の

は
昭
和
45
年
︑
教
員
と
し
て
勤
務
し
た
Ａ
養
護

学
校
時
代
で
す
︒
職
員
研
修
で
入
所
施
設
を
見

学
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
︒
秋
口
の
雨
が
降

る
肌
寒
い
日
で
し
た
︒
電
気
は
つ
い
て
い
ま
し

た
が
薄
暗
い
部
屋
で
何
も
せ
ず
椅
子
に
座
っ
て

い
る
人
た
ち
が
い
ま
し
た
︒
仕
事
が
な
く
な
っ

て
休
憩
し
て
い
る
と
の
こ
と
︑
聞
け
ば
１
ヵ
月

働
い
て
手
に
す
る
給
料
は
３
︑０
０
０
円
か
ら

５
︑０
０
０
円
だ
と
い
う
︒
在
校
生
の
将
来
の

姿
を
見
せ
ら
れ
た
よ
う
で
暗
い
気
分
に
な
っ
た

こ
と
を
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
︒

そ
れ
か
ら
50
年
︑
令
和
３
年
度
就
労
継
続
Ｂ

型
事
業
所
︑
全
国
１
４
︑３
９
３
事
業
所
の
平

均
月
額
工
賃
は
１
６
︑５
０
７
円
で
す
︒
１
万

円
に
満
た
な
い
人
も
い
ま
す
︒
Ｂ
型
事
業
所
は

比
較
的
障
害
の
重
い
人
が
雇
用
契
約
を
結
ば

ず
︑
施
設
を
利
用
し
て
働
く
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

一
つ
で
最
低
賃
金
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
︒
制
度

上
３
︑０
０
０
円
以
上
工
賃
を
支
払
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
︒

障
害
者
に
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
︒
誰
し
も
自
ら
望
ん
で
障
害
者
に
な
っ
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
障
害
者
と
し
て
生
き
る

彼
ら
は
人
生
か
け
て
あ
る
べ
き
姿
を
世
に
問
い

か
け
て
い
ま
す
︒
お
か
げ
で
世
の
中
は
少
し
ず

つ
住
み
や
す
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
︒
段
差
の

解
消
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
そ
の
一
例
で

す
︒
い
わ
ば
障
害
者
は
同
世
代
の
代
表
選
手
で

す
︒
代
表
し
て
生
活
上
の
問
題
を
世
に
問
う
て

い
る
と
し
た
ら
︑
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

の
が
そ
の
他
全
て
の
人
の
責
務
で
す
︒

人
は
皆
働
い
て
生
計
を
立
て
社
会
の
役
に
立

ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
障
害
者
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
︒
確
か
に
障
害
の
重
い
人
が
働

い
て
付
加
価
値
を
生
み
出
す
た
め
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
︒
し
か
し
そ
れ
は
乗
り

越
え
ら
れ
な
い
壁
な
の
で
し
ょ
う
か
︒
私
に
は

そ
う
は
思
え
ま
せ
ん
︒

人
は
一
人
で
は
寝
返
り
も
で
き
な
い
状
態
で

生
ま
れ
て
き
ま
す
︒
天
寿
を
全
う
す
る
こ
ろ
に

は
要
介
護
の
状
態
に
な
り
ま
す
︒
今
を
生
き
る

障
害
者
の
姿
は
過
去
の
自
分
で
あ
り
未
来
の
自

分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
他
人
ご

と
で
は
な
い
の
で
す
︒
Ｂ
型
事
業
所
の
低
工
賃

は
社
会
的
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
す
︒

人
は
皆
︑
働
い
て
生
活
の
糧
を
手
に
入
れ
ま

す
︒
こ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
︒
こ
の
当

た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
実

現
し
て
い
な
い
の
が
Ｂ
型
事
業
所
の
低
工
賃
で

す
︒
原
因
の
一
つ
は
仕
事
の
選
び
方
で
す
︒
障

害
の
実
態
に
合
わ
せ
て
で
き
る
仕
事
を
選
ぶ
の

が
一
般
的
で
す
︒
こ
の
考
え
方
を
変
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
︒
障
害
の
実
態
に
関
係
な
く
支
給

し
た
い
工
賃
が
支
払
え
る
仕
事
を
選
ぶ
こ
と
が

必
要
で
す
︒
Ｂ
型
事
業
所
を
利
用
す
る
か
︑
就

職
す
る
か
は
関
係
な
く
︑
暮
ら
せ
る
収
入
を
得

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
︒

単
純
粗
大
作
業
が
適
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る

障
害
の
重
い
人
が
質
の
高
い
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
︒
障
害
の
重
い
人
の
作
業
能
力
を
高
め

る
こ
と
で
し
ょ
う
か
︒
そ
れ
も
一
つ
の
方
法
で

す
が
︑
そ
れ
で
は
遅
々
と
し
た
歩
み
で
目
標
に

達
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
︒
で
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
︒
そ
う
簡
単
で
は
な
い

で
し
ょ
う
︒
し
か
し
︑
困
難
な
の
は
困
難
な
だ

け
で
す
︒
不
可
能
と
は
違
い
ま
す
︒
い
ず
れ
に

し
て
も
１
万
円
に
も
満
た
な
い
収
入
で
仕
事
を

し
て
い
る
人
を
な
く
す
取
り
組
み
が
必
要
だ
と

思
う
の
で
す
が
︒

働
く
障
害
者
に
寄
り
添
う
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て�

武
田
　元

た
け
だ
　は
じ
め

社
会
福
祉
法
人
は
ら
か
ら
福
祉
会
　

前
理
事

長

（321 ）
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4 労働の科学　78巻６号　2023年

はじめに

ある時，編集部に小さな新聞記事が届きま
した。今年の１月12日付け朝日新聞のコラ
ム「ひと」欄の切り抜きでした。2021年８
月号の特集「人生100年時代，生涯現役を目
指して」の取材でご縁ができた方が「ぜひ取
材してください」と送ってくださいました。
記事を頼りに中野区の区立図書館で地域新聞
を閲覧して連絡先を確認，電話で取材を懇願
するとすぐに快諾して頂きました。諸般の事
情で掲載までに少し時間を要しましたが，
92歳の現役記者の仕事ぶりをお伝えできる
ことを嬉しく思います。

人生はいつも波乱万丈

1974年創刊のローカル紙「週刊とうきょ
う」は間もなく半世紀を迎えます。編集発行
人の涌井友子さんは50歳の時に夫からバト
ンを受け継いでから，一度も休刊したことが
ないのが誇りだと語ります。
「1931年（昭和６年）４月，静岡県藤枝市に

地域から発信し続ける92歳現役記者
東京・中野区発「週刊　とうきょう」

特集：誰もが生き生き働き続けるために

▲「週刊とうきょう」▲「週刊とうきょう」主幹　涌井友子さん

（324 ）



5労働の科学　78巻６号　2023年

地域から発信し続ける92歳現役記者

生まれました。女学校２年の時に終戦を迎え
ます。戦時中，１学年上の人はみんな工場に
動員されましたが，１年生は農村動員といっ
て，お茶摘みや稲刈り等をしました。行先は
農家だったので白米を食べさせてもらえたこ
とは忘れられません。終戦後の学制改革の影
響を受けて勉強の機会に恵まれなかったのは
今も心残りです」と涌井さんは振り返ります。
終戦直後，涌井さんが14歳の時，７ヵ月
の闘病の後，55歳の若さで母が亡くなり，
その後父も病気になり亡くなりました。涌井
さんは，２人の姉，兄，弟の５人兄弟で，２
人の姉たちはそれぞれ嫁いでいたため，看病
と家事一切，畑仕事が涌井さんの肩にかかっ
てきました。兄が結婚すると，いつか家を出
ていく日のために花嫁支度を自力で整えよう
と，静岡鉄道に入社しました。
静岡鉄道には６年在籍し，ずっと受付業務
に携わっていました。受付の仕事をこなしな
がら，夜は和裁や洋裁を習い，また文学少女
であった涌井さんは縁あって静岡市内の短歌
の会に通い始めます。そのうち東京で開かれ
る短歌の会にも参加するようになりますが，
その頃私鉄電鉄の協定があって，静岡鉄道の
社員の涌井さんは東京の私鉄も格安で利用で
きたそうです。交通費が安く上がることもあ
り，２ヵ月に１回くらい東京の短歌の会に通
うようなりました。東京での開催場所が中野
であったため，涌井さんと中野の運命的な出
会いはここから始まります。
短歌の会の会員から紹介されたのが，のち
の夫であり，「週刊とうきょう」先代の主幹
となる涌井啓権（ひろのり）氏，その人でした。

人の情けに助けられ

1958年，２人は結婚，涌井さんは郷里を
離れ中野区に転居し，新婚生活が始まりまし
た。出会った当時，啓権氏は中野区の地域新
聞に記者として勤めていました。中野区内に

もいくつか地域新聞社がありましたが，経営
はどこも大変だったようです。
「とにかくお金がなかったですね。結婚し
てからすぐ，主人の会社の集金を手伝うよう
になりました。その頃１ヵ月の新聞代は40
円で，１軒集金すると８円もらえたと記憶し
ています。当時８円あればこんにゃくやお豆
腐が買えました。自転車で何軒か集金して回
りました。臨月の時も生まれる少し前まで自
転車に乗っていました。皆さんとても親切で，
生活は苦しかったけれどいろんな人に支えら
れた新婚時代でした。私たちが住んでいたの
は，１階が店舗で２階が住居になっている建
物で当時『下駄ばきアパート』と呼ばれてい
ました。そのアパートの一番奥の部屋だった
ため，火災が起きてしまったら小さな子ども
２人を抱え逃げ道がないと心配をしていまし
た。留守中に手前の部屋から出火し，火事に
見舞われ何もかも失いました。その時も地域
の人が手を差し伸べてくれ，食べるものはも
ちろん，布団や家具などを届けてくれる人も
いました。思えば人に助けられながら今の私
がいるのです。いつか町の人たちや地域に恩
返ししたいという気持ちはこの頃から芽生え
始めたのだと思います」と涌井さん。

「火事だけでなく水害にも遭ったことがあ
ります。火事で焼け出された後，低層地域に
建っていることを承知で安アパートに入居，
予想通り，何度も水が出た時もやはり近所の
人達に助けてもらいました。『火事にも水害
にも遭ったから何も怖いものはないね』と２
人で笑っていたら何とのんきな夫婦かと周囲
からあきれられました」と，涌井さんは愉快
そうに話します。
安月給を支えるため，長女を取り上げてく
れた産婆さんの家でお手伝いとして働いた
り，保険の外交員をやったりしました。
啓権氏は勤め先の経営者と意見の相違が出
始めたこともあって，1973年の年末突然仕

（325 ）



6 労働の科学　78巻６号　2023年

特集：誰もが生き生き働き続けるために

事を失いました。日頃地域新聞でお世話にな
っている人たちに相談したところ「今まで２
人で中野を走り回っていたのだから，夫婦で
新聞をやってみたらどうだ」と言われ独立す
ることとなります。中野区に限らず広く取材
をしたいという願いもあり，タイトルをあえ
て「とうきょう」とし，題字を地元の有力者
が書き，1974年１月23日第１号を発刊，以
来１度も休刊することなく，現在（2023年９月）
1300号を数えています。

夫の遺志を継いで

「『週刊とうきょう』を発刊して７年目の
1982年，主人が53歳で亡くなりしました。
もともと糖尿病の持病があり，最後は肝硬変
と肝臓がんでした。本当は年末に入院を勧め
られていたのですが，新年号に穴を開けては
いけないと自宅で作業を続け，新年号の目途
をつけて入院した病床でも亡くなる直前まで
校正紙を見ていました。根っからの新聞人で
あり，新聞を作ることが大好きな人でした。
ただ，私の周りの人たちは夫の逝去ととも
に『週刊とうきょう』も幕を下ろす時を迎え
たと思ったそうです。夫婦で仕事をやりくり
してきたとはいえ，私は新聞の編集について
は全くの素人でしたから，後を継ぐ人はいな
いと思われて当然でした。皆さん心配してく
ださり，親しくなった印刷屋さんからは自分
の会社で働いてみないかと声をかけてもらい
ましたし，ほかにも就職を世話するといって
くださった人もいました。また，名称を含め
て『週刊とうきょう』をすべて譲渡してほし
いという申し出もありました。当時の私には
ちょっと大きな金額だったので，さまざまに
心は揺れました
迷ったときに決まって思い出すのは，主人
が病床で赤鉛筆を握りしめていた姿です。そ
んなに好きなことなら私が後を継いでやらな
いと浮かばれないだろうと存続を決意し，四

十九日の法要に『週刊とうきょう』でお世話
になっている方々をお招きし，継続の意思を
お伝えすると，応援するよと言ってください
ました。当時私は50歳，何か新しいことを
始めるにはギリギリの年齢であったと思いま
す。４人の娘のうち，一番下はまだ小学生に
なったばかりでした。子どもたちを育ててい
くためにもお金が必要です。50歳だからバ
トンを引き継げたのだと今でもそう思ってい
ます」と，涌井さんは言葉を強めました。

継続を決意した日から涌井さんの奮闘が始
まります。割付，見出しの付け方，記事の集
め方など教えてもらうために区役所の広報を
訪ねたり，また，夫の昔の仲間から取材のや
り方などを基礎から指導してもらい，後はも
う，見様見真似で夢中で作り続け，気が付い
たら夫の遺志を継いでから42年が経ってい
ました。

記者の心得

「週刊とうきょう」は原則毎月10日と25日
に発行し，基本はタブロイド判２ページで，
新年号などは増ページにしています。新聞発
行を支えているのは「購読と広告」であり，
購読者に郵送し，現在は集金制ではなく，６
ヵ月3,150円の購読料は振り込みで，広告を
出してくださるのは区内の企業・団体や町の
方々で，会合などの取材先で顔を合わせた時
に挨拶をすることは大切にしているそうで
す。
涌井さんが夫の遺志を継いで以来大切にし
ていることが３つあります。
①悪口は絶対書かない。
② 投書は載せない（投書を載せると誌面で意
見の対立が起こる可能性があるため）

③広告主や購読者に感謝する
これら３つのことをきちんと守り，校正は
３回見直すとのこと。
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地域から発信し続ける92歳現役記者

図書館で閲覧した２月10号（1286号）では
トップ記事に中野区の当初予算案をとり上げ
ています。また，同じ面には地域の消防団始
式のニュースや警察署の「まちづくりフェス」
の記事もあります。どの号も区政，警察，消
防，地元企業の情報から，野球大会の結果な
ど地元ならではの話題が満載です。

「実施された事柄の報告記事が主流です。
人に会うのが好きなので，どんな取材でも楽
しんでやっています。選挙の時は冷静に見る
ために出来るだけ多くの人たちに会うように
していますので，なるべく全ての選挙事務所
を回ります」と涌井さん。忖度はしないが心
遣いは平等に，これこそ40年の歳月をかけ
て培ってきた涌井流です。

生涯現役という働き方

「地域新聞を休むことなく発刊し続けなが
ら，４姉妹を育てました。４人とも保育園と
学童育ちです。取材は相手があることでなか
なか時間が読めないため，保育園のお迎えに
よく遅れました。事情を知っている保母さん
たちに優しく接していただき本当にありがた
かったです。孫を見ていると私は娘たちに何
もしてあげられなかったなあという悔いが残
ります。だから次女が編集を手伝うと言って
くれた時には本当にうれしかったです。

昨年，東京新聞の取材を受けたことがきっ
かけになり，その後新聞や雑誌の取材を受け
ました。92歳の現役記者というのが今の世
の中でニュースになるのでしょうか。92歳
は紛れもない事実ですが，新聞記者というの
は怪しいものです。新聞づくりも文章も基礎
から勉強したわけでもありません。人に会う
のが好きなのでしょう。
主人が亡くなる直前まで校正をし続けたよ
うに，私も気が付かないうちに新聞の世界に
魅了されていったのだと思います。
年齢を重ねれば耳は遠くなりますし，ちょ
っと転んでも大きなケガにつながるので慎重
に仕事をしています。発行部数も減少傾向に
あり，悩みは尽きませんが，地域で育てても
らった『週刊とうきょう』はこの町の変貌も
しっかり見て，読者に伝えていきたいと思い
ます。
生涯現役という働き方ができることは人間
にとって最高の喜びのようにも思います。こ
の仕事が好きだから続けてこられたのだと思
います。毎日，行くところがある幸せ，人に
会える幸せをありがたく思いながら，自分が
元気でいられることに感謝しています。」

92歳現役記者は今日も愛してやまない中
野の町のどこかで取材中のことでしょう。涌
井さんと，取材される方，双方のはじける笑
顔が目に浮かびます。
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はじめに

社会福祉法人はらから福祉会は，宮城県柴
田郡柴田町に本部を置き，県内で障害者が働
く場を８ヵ所，自立訓練の場を１ヵ所，共同
生活の場を８ヵ所運営しています。
どんなに障害が重くても，働くことは人間
にとって最も基本的な営みであり，必要不可
欠な権利であるという考えのもと，大豆加工
をはじめ食品加工という仕事を通じて障害者
の自立と社会参加を目指しています。
2006年から今年６月まではらから福祉会
理事長を務めた武田元さんには2021年７月
号の本誌特集で「働くことを生活の柱に―た
とえどんなに障害が重くとも―」と題して執
筆頂きましたが「はらから福祉会が目指す工

賃は月額７万円」という武田さんの言葉に読
者から驚きの声が寄せられました。
武田元さんは理事長を退任された今も講演
等で多忙な日々を送られていますが，今年の
５月には東京都板橋区で講演会があり，理事
長という立場での講演はおそらく最後ではな
いかと思った編集子も参加しました。武田さ
んご本人や講演主催団体に快諾を頂き，ここ
に紹介いたします（文責・編集部）。

低工賃，低賃金は当たり前ではない

今日，私がお話したいのは，働くこと，障
害のある人たち，特に障害の重い人たちにと
って働くとはどういうことなのか，どういう
働き方がよいのかということです。
私は17生まれですから，戦後の貧しさ，
飢えとの戦い，寒さにじっと耐える，そうい
う生活がずっと身に染みています。それが，
どんなに辛いことか，お金のないことがどん
なに辛いことなのか肌身で感じた世代なので
す。
とかくすると「福祉は金ではない」という
言い方をよく耳にします。比較的障害の重い
人たちが通うB型事業所は全国に15,000ヵ所
ぐらいあり，宮城県内には260ヵ所あります。
東京だと800～900ほどの事業所があると思
います。B型事業所で働く人たちが手にする

障害のある人もない人も 
働くことが当たり前の社会へ

武田　元

特集：誰もが生き生き働き続けるために

▲�武田元　はらから福祉会　前理事長� �
（講演時は理事長）
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障害のある人もない人も働くことが当たり前の社会へ

月額賃金はいくらだと思いますか。全国平均
16,000円台で，東京も同じようなものだと
思います。平均ということは高く払っている
事業所もあるわけで。驚くべきはB型事業所
の三分の一が10,000円未満という実態です。
１ヵ月働いて手にする賃金が10,000円に満
たない。そういう障害者が現に日本にいる事
実が私の気持ちを非常に苛立たせ，戦後のあ
の辛さ，苦しさが甦ってきます。
「福祉は金ではない」「お金に勝るものはあ
る」という言い方をする福祉関係者がいっぱ
いいますが，こういう現実をみた時に，どう
して低工賃，低賃金なのか，それを考えてほ
しいと私は思います。
低工賃，低賃金なのは，それを認める人た
ちがいるからではないですか。では誰が認め
るのかといえば，「障害があるんだから，障
害が重いんだから低くて当たり前」だと学校
の先生が認め，福祉関係者が認めています。
ですから関係者の考え方が変わらない限り，
この状況は改善されない，という風に私はこ
の40年，ずっと思い続けてきました。

付加価値を生み出す

「はらから」は1983（昭和58）年にスター
トし，早いもので40年が経ちました（写真１）。
「はらから」という名称には，障害を有す

る者も，そうでない者も，同じ「はらから（同
胞）」であるという意味が込められています。
「障害があろうとなかろうと，障害が重か
ろうと軽かろうと，働くことは人間にとって
最も基本的な営みであり，働くことを保障し
ない限り生き生きした人生はない」という思
いが出発点でした。たとえどんなに障害が重
かったとしても。大切なことは「重い障害が
あるこの人は働くことができるのだろうか，
無理ではないだろうか」という考えではなく
て，「どうすればこの障害の重い人が働ける
ようになるのか」と関係者は考えるべきです。
私たち「はらから」は「働くこと」や「暮
らせる賃金をいかにして手にするか」という
ことを，40年の間ひたすら追求してきまし
た。40年経った今どういう状況にあるのか，
説明していきます。
現在８ヵ所の事業所があり，それぞれ扱う
商品が違います。
①えいむ亘理（牛タン加工）（写真２）
②みお七ヶ浜（プロテイン製造）
③くりえいと柴田（レトルト食品・パン製造）
④登米大地（プロテイン・油麩製造）
⑤蔵王すずしろ（豆腐製造）（写真３，４）
⑥はらから蔵王塾（自立訓練）
⑦びいんず夢楽多（油揚げ製造）
⑧みずきの里丸森（菓子製造）
現在利用者障害者は約260名，職員が全体

▲写真１　社会福祉法人　はらから福祉会本部 写真２　人気商品，仙台銘品の厚切り牛タン
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特集：誰もが生き生き働き続けるために

で約100名という陣容です。年間売り上げは
10億円で，その25％から30％が利用者賃金
として支払われます。
売り上げの10億円というのは，どういう
お金かというと，はらから福祉会が，世の中
に提供した価値の総額です。つまり，世の中
で必要とされる食べ物を10億円提供したと
いうことです。10億円のうち，２億５千万
は障害者の賃金で，７億５千万は原材料費と
経費です。
では２億５千万という障害者の賃金は何を
意味しているのか。これは自分たちが新たに
生み出した付加価値なのです。障害の重い人
たちが２億５千万という新しい価値をこの世
に生み出したのです。障害があってもちゃん
と役割を果たしている，ということを証明し
たい，と思ってずっとがんばってきました。
これを証明しない限り，やっぱり障害が重い
から仕事ができないんだというふうに言われ
て，それが世の中に通用してしまう。そこを
打破していかないとだめなのだと。
先ほどお話したように，利用者の工賃が１
万円未満の事業所が全国にたくさん存在して
います。私は，低工賃，低賃金というのは人
権侵害だと考えています。１ヵ月１万円未満
でどうやって暮らせますか。とても暮らせま
せん。私は，「福祉は金ではない」という人
に向かって，「じゃあ，あなたが１ヵ月を１

万円で暮らしてみたらいかがですか。さぞ快
適な暮らしができるでしょうね」と声を大に
して言いたいのです。
もちろん人には得手不得手がありますし，
障害者の場合には，障害が原因となって，不
得手な部分がたくさんあります。それをなん
とか補うのが福祉の役割ではないかと私は思
うのです。
障害のために不得意な分野が出てしまった
ら，ちょっと考えてみてほしいのです。障害
者の集中力がないとか。手先の巧緻性がない
とか，重いものが持てないとかいう不得意な
分野を補うことはできないのでしょうか。
例を挙げてみますと，「えいむ亘理」では

牛タンを加工しています。牛タンを食べたこ
とのある方はわかると思いますが，一定の厚
さにスライスされた牛タンは表と裏側から切
れ目が入っています。職人技のようですが実
はこれ，機械がやるのです。一定の場所に印
をつけておいて，そこに牛タンの塊をのせて
スイッチを押せば，一定の厚さにスライスさ
れて，表と裏から切れ目が入って出てきます。
つまり，一定の場所に牛タンの塊を置く人，
機械を通ってスライスされた牛タンを取り出
して並べる人，この２人がいれば一見職人技
に見える作業が可能なのです。おおまかな印
のところに牛タンの塊を置くことはかなり障
害が重くてもできることです。置けばいいだ

写真３　�宮城県産大豆100％と塩田にがりを使用し
た昔ながらの「はらからもめん豆腐」

写真４　豆腐製造作業
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障害のある人もない人も働くことが当たり前の社会へ

けですから。また，機械から取り出すことも
できるはずです。機械化をすることによって
不得手な人のマイナス面を補ってやる。これ
が福祉ではないでしょうか。

７万円の賃金目指して

障害を理由とした不自由さ，限界，これを
補ってこそ福祉だと考える「はらから」はか
つて異端児扱いでした。
私たちは40年前に，「働くことを保障する。
暮らせる賃金を保障する。そのために，この
場所を作った」ということを宣言しました。
そしたらものすごい非難を受けたのです。
私は当時，養護学校の教員をしていました
が，関係者の非難もすさまじいものでした。
「はらから」には当時の宮城県の高校の教職
員組合の組合員が中心になって応援してくれ
ましたから非難したかったのだと思います。
しかし，非難されたことで私たちは覚悟を決
めました。障害の重い人の働く場を作るため
に努力することの決意を一層固めたのです。
最初は５名の障害者とボランティア組織の
支援者によって運動がスタートしました。実
現したかったのはただ一つです。障害が重か
ったとしてもやりがいのある仕事を，「あり
がとう」と言ってもらえる仕事をなんとか確
保したいという思いだけでした。
私たちは暮らせる賃金は７万円と設計しま
した。東京では無理かもしれませんが，年金
と合わせて14万から15万あれば宮城の地で
は生きていけるのです。グループホームも作
りましたが，グループホームの生活費を７万
円と設計しました。そうすると，年金がまる
まる残りますから，趣味や将来の蓄えのため
に使えるということになればなんとか生きて
いけるのではないかと。
そういう設計をして40年前にスタートし
ましたが，40年経った今，平均で５万円ち
ょっとです。40年もかかってこの状態では

我ながら力不足を感じます。
言い訳がましくなりますが，40年前，我々
が目指す方向で，結果を出している事業所は
ないかなと全国を探しましたが見つけること
ができませんでした。ですから試行錯誤で，
自分たちが経験する以外なかったのです。

財源確保を視野において

一番難しかったのは何か。それはお金儲け
です。例えば10人の利用者さんが来たとし
ます。みんなが同じような障害であれば同じ
ような支援で働くことにつなげていけるので
すが現実はそう簡単にはいきません。一人ひ
とりに合った手厚い支援をと考えれば，人を
準備しなければなりません。また，機械が有
効な手段だということは先ほど述べました。
機械というのは，緻密で高度な作業を単純化
してくれます。スイッチボタンを押しさえす
れば職人技の仕事をやってくれますが，牛タ
ン処理加工の機械は安く見積もっても５百万
円で中には１千万円を超える物もあります。
ここで考え直さないといけないのは，その
金は，国家予算から考えるとそんなに大変な
金ではないはずなのです。国は人の人生をど
う考えているのか，１千万や２千万，出せな
いはずはないのです。そういうことをなんと
か実証したく，そのためには財源が必要であ
り，財源を生み出すのは商売だと考え，売れ
る商品を必死で探しました。
手段の一つとして当時の一村一品運動とい
うのに着目しました。自治体が魅力的な商品
を開発するということが日本農業新聞に載っ
ていました。多分農協が主導していたのか，
全国展開していたため，その情報が載ってい
る日本農業新聞を，一週間遅れで農家からま
とめて頂いて研究しました。その頃私は養護
学校の教師をしていましたから，学校で売れ
そうな商品はどんどん取り寄せました。学校
の職員数の２倍くらいの数を取り寄せて，職
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員の机の上に配りました。そして買ってくだ
さいではなく買いなさいと言って回りまし
た。「これは，我々の目の前にいる子どもた
ちの将来の働く場を作るための資金作りだか
ら買わないという手はないよね」と。人間以
外みな売ろうという意気込だけが支えでし
た。よい時代であったと思います。
ある時は霜の害で色がおかしくなったりん
ごを大量に仕入れ，宮城県の高校の教職員組
合の3,000名に協力を呼びかけたこともあり
ます。組合員たちは実物も見ないでどんどん
注文してくれましたからトラックに積んで，
配達して歩きました。私，進路指導の担当で
したが，これは立派な進路指導だったと今で
も思っています。なぜなら，りんごの販売が
重度の卒業生の働く場建設の資金作りにつな
がったのです。

障害者は世代の代表選手

なにを目指すのか。どこを目指すのか。制
度はどうあろうと，仕組みはどうあろうと，
どうすればそれが可能になるか，ということ
が「はらから」の考え方の一つになりました。
できるかできないかではなくて，どうすれば
できるようになるか。よく考えると道は拓け
るようです。
はらから福祉会を支えてくれるのが「はら
から会」ですが，現在800名を超えています。
一番多い時は1,300人の会員がいましたか
ら，月千円の会費で計算すると1,300万円の
会費収入がありました。
はらから会の会員になるとどんな特典があ
るかというと，「はらから」の商品が３割引
きなどということは一切なく，あるのは，「何
月何日にどこそこで販売会あるからボランテ
ィア募集」だとか，「余っているこういう物
はありませんか。ただし，洗濯して新しい物」
などと言ったことばかりです。具体的な，現
実的なメリットなんか何もないのに志を同じ

くする人たちが集まってくれています。
ちょっと視点を変えてお話しますと，今日
この会場に集まってくれたみなさんを仮に２
つのグループに分けるとしたら，どういう分
け方があるでしょうか。
例えば男性陣，女性陣に分けてもいいです
し，高齢者，若者のような分け方あります。
ある人はこう言っています。「今，現実に障
害者として生きている人，身体や知的や精神
の障害者が一つのグループで、もう一つは，
将来障害者になる人」だと。全体のくくりと
しては，みんな障害者であり，つまり人は必
ず障害者になるという考え方です。
なぜ障害者が生まれるのか。神はなぜ障害
者を生み出したのかというと，世の中はこう
あるべきだと思うことを，身をもって体験す
る人が障害者ではないかと。足が不自由であ
れば移動が非常に困難になりますし，目が見
えなければやはり大変ですから，そういう大
変さを自ら身をもって表明する人，いわば世
代の代表選手が障害者なのです。そういう人
がいるから世の中が変わるのであって，みん
なが元気だったら，世の中，今のままでいい
となる。いざ歳をとって，歩けなくなって，
耳が聞こえなくなったり目が見えなくなった
りした時に大変な思いをする。そういう思い
をしなくていいように神は障害者を作った，
というふうに言う人がいます。
大変よくわかるお話であり，「今，障害を
もって生きている人がなんの不自由もなく安
心して暮らすことができるとしたら全ての人
が安心できる社会ができるはずだ。いま障害
をもっている人が苦しんでいるとしたら，い
つかこの苦しさに直面しますよ，あなたは」
と言われているような気がしてなりません。

「はらから」のこれから

「はらから」は今後どういうふうに進んで
いくのでしょうか。今までは障害の重い人，
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障害のある人もない人も働くことが当たり前の社会へ

知的障害の重い人，身体障害の重い人たちが
どうすれば働くことができるようになるの
か，どうすれば暮らせる賃金を手にすること
ができるようになるのか，そのことに全力を
注いできました。なかなか手をつけられない
でいた分野があり，それは発達障害の分野で
す。発達障害の人，特に自閉症の方には通常
の対応では対応しきれない部分があるためど
うすればよいかわからず，対応できないまま
きてしまいました。
通常の支援方法というのは，「話せばわか
る」という考え方が根底にありますから，わ
かりやすく，具体的に，段階を踏んで人間関
係を作っていって支援が現実的になるので
す。ところが，この考え方は発達障害には通
用しない場合があるのです。
今，私たちは「意識化」という取り組みを
始めたばかりです。問題行動が起きる原因の
一つは刺激に対する反射であり，即反応しま
す。即反応する問題行動にこんこんと説得し
たりしても意味はないわけで，じゃあどうす
ればよいのか。私たちは，集団行動に交れな
かった自閉症の人を，集団行動を通して，問
題解決をしようと新たな試みを始めていま
す。矛盾しているような考え方ですが，一部
成果が出てきています。
40年前にスタートした小規模作業所が，
260人の利用者を擁するまでになるまでは紆
余曲折がありました。まずは，無認可作業所
をつくり，無認可作業所でいろんな試行錯誤
をし，社会福祉法人の認可を受けてという風
に一歩ずつ前に進んできました。ちょうど日
本の福祉制度が大きな転換期を迎えたことも
追い風になったのかもしれません。
現在８つの事業所ではさまざまな商品を作
っていますが，「はらから豆腐」は「マツコ
の知らない世界」というTV番組で紹介され
ると大きな反響がありました。豆腐が発展し
て，油揚げや油麩と世界が広がっています。
パンも作っていますが，一番のお得意様は刑

務所です。宮城と福島の刑務所にパンを納品
しています。そのほか，レトルト，豚肉の加
工，牛肉の加工，健康食品のプロテインなど
に取り組んでいますが，事業所が８ヵ所もあ
ればどこかに必ず障害のある人それぞれにピ
ッタリ合う場所があるのです。
各事業所では作業工程を細分化しています
が，細分化していけば必ず，簡単な作業行程
と難しい作業工程が創出されます。障害の重
い人は，最初は最も簡単な作業の工程を担当
します。ただ，同じ場所で仕事をしているか
ら，隣の人が何をしているかがよく見え，自
分も道具を使いたい，機械を使いたいと思う
ようになります。そこに成長が生まれ，時間
はかかるけれども働く力は伸びていくので
す。大切なのは作業工程の位置づけだと私は
思います。どんなに単純な作業工程でも，そ
こがないと製品にならない重要な工程だと位
置づけ，利益の分配を平等にするのです。最
も難しくて危険な作業工程も，最も単純な作
業工程も，一時間あたりの報酬は，同じにす
るのはなぜでしょうか。それは誰もが必要不
可欠な作業工程を分担してるからであり，こ
れこそが「はらから」の精神なのです。
それが嫌だと言う人には「どうぞ，あなたに
適した事業所を選んでください」と言います。

障害福祉の明日

「はらから」に欠けているのは，「働く以外
の楽しいこと」だと思いますが，働くという
ことは，一番楽しいことではないかと私は思
います。働くということは，体を動かして，
新しい価値を作り出し，世の中のためになり，
自分の暮らしを支え，みんなから認められる
ことだから，こんなに楽しいことはないはず
です。
働くの「はた」は，傍迷惑の「はた」であ
り，はた即ち自分のまわりにいる人を「らく」
にすることが「はたらく」ことだと思います。
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特集：誰もが生き生き働き続けるために

私はこの40年の間，趣味はなんだと聞かれ
たら，「はらから」だと答えてきました。「は
らから」のことを考えると非常に楽しいし，
ワクワクするのです。この頃，あんまりワク
ワクしなくなったので，そろそろ限界かなと
思っています。
ただ，障害福祉の可能性を考えた時，無限
にあるように思います。なぜかというと，現
状があまりにも貧困だからです。今の障害福
祉は貧困極まりない。今日はその一例をお話
しました。一ヵ月働いて給料が１，２万円と
は何事かと，誰もが怒り狂わなければおかし
いのです。それなのに法律は，「B型事業所
は3,000円以上払うこと」となっています。
ということは，3,000円以上払えば行政は何
も言わないということです。3,000円，つま
り１日に換算すれば150円です。20日働いて
3,000円，これが日本という国なのです。
最近になって国もやっと障害者の工賃アッ
プに乗り出してきましたが，法律を変えれば
よいだけの話です。「B型事業所の利用者賃
金は一ヵ月50,000円払うこと，払わなけれ
ば認可を取り消す」と。あっという間に工賃
アップできるではないですか。あまり工賃を
上げると潰れるかもしれないという不安はあ
るけれど，絶対に潰れないと私は思います。
みんなで知恵を出しあえば必ず乗り切れるは

ずです。
「はらから」は40年かかりましたが，10億
の売り上げを誇る障害者の事業所を作りあげ
ました。みなさん，ぜひ宮城においでくださ
い。働く障害者たちの仕事をしている時と，
自由時間の落差に。きっと驚かれることでし
ょう。仕事をしている時は，集中して，必死
にやっていますが，自由時間になると，それ
ぞれがいろんなものにこだわったり，縦横無
尽に動き回わったりしています。働くという
ことは人を動かす力を持っているのです。
私たちのモットーは，「働くことを生活の

柱に」です。「全てを働くことに」ではなくて，
「働くことを生活の柱の一本に据えよう」と
いうことです。そして柱の周辺をいろんなも
ので彩ろうと。
その周辺の彩りが柱をまたもっと太くして
くれるに違いありません。そして太くなった
柱が周辺をもっと豊かにしていくことを私は
信じています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
たけだ はじめ
社会福祉法人はらから福祉会前理事長
（講演時は理事長）
2023年５月14日　板橋グリーンホール
「Aさんの性虐待損害賠償請求裁判を支援する会第２
回総会　記念講演より」
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「㈶海上労働科学研究所の40年 
―設立から解散まで―」の出版

副題を設立から解散までとした書籍「㈶海
上労働科学研究所の40年（大橋信夫編著）」が，
2023年７月20日に，㈲川島書店から発行さ
れた（写真１）。本体価格3,000円＋税で，定
価は3,300円である。海上労働科学分野及び
㈶海上労働科学研究所（以下，海上労研と記す。）
で嚆矢となった研究者である初代所長の西部
徹一さんへの感謝をこめて本書に取り組み，
上梓したと大橋信夫さんは述べている。この
書籍は，編著者大橋信夫さんとともに元海上
労研の研究者であった村山義夫さんと三輪千
年さんの協力を得て，大橋信夫さんがまとめ
られたものである。大橋信夫さんは1988年
に海上労研から大学へ移られたので，移動後
の海上労研の活動等の記述内容は村山・三輪
のお二人に依ったので編著とした思われる。
これらの経緯及び分担等は，書籍末尾のあと
がきや，著者紹介の執筆分担欄に詳しく記載
されている。

編著者大橋信夫さんについて

私が知る大橋信夫さんは，1960年に東京
商船大学（現在の東京海洋大学）を卒業後，運
輸省航海訓練所教官，財団法人労働科学研究
所（現在の（公財）大原記念労働科学研究所，以下，
労研と記す）や海上労研での研究生活を経て，
長野県短期大学，日本福祉大学，松蔭大学等
で教授を務められた教育者であり，応用心理
学及び人間工学を専門とするシーマンでもあ
る。大橋信夫さんは，2020年に『海で働き，
海で生きる―心理学者が観察した外航船乗組
員の労働と生活（福村出版発行）』を著している。
大橋信夫さんは，日本人間工学会の積極的

㈶海上労働科学研究所の解散に想う

斉藤　進

特　別　寄　稿

さいとう　すすむ
公益財団法人大原記念労働科学研究所主
管研究員
IEA国際人間工学連合フェロー
（独法）労働安全衛生総合研究所フェロ
ー研究員
元（一社）日本人間工学会理事長 写真１　海上労研の40年－設立から解散まで－

　　　　�大橋 信夫 編著，川島書店，2023年７月，
177頁，3,300円（税込み）
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特　別　寄　稿

な会員として，学会内に1998～2007年に海
上人間工学研究部会を立ち上げて活動を行っ
てきた。また，日本人間工学会や日本応用心
理学会及び産業・組織心理学会の名誉会員で
もある。
なお，J-Stageという無償でどなたでもアク
セス可能な国が運営する電子ジャーナルのプ
ラットフォームがある。海上労研の活動等に
ついて，海上の労働科学や人間工学に興味の
ある方々は，J-Stageのサイトで，“人間工学，
第45巻２号，p.71-81, 2009年”を検索すれば，
大橋信夫他著「海上労働に関する労働科学的，
人間工学的研究の歴史と現状」と題する総説
論文をダウンロードし閲覧することができ
る。この論文では，海上労働に関する労研を
含めた国内外の調査研究動向，近代の技術革
新や自動化等による船舶運航や船員制度の変
化等々を知ることができる。例えば，我が国
と外国との間を航海する外航船の船員数は，
1974年に比して2007年には僅か4.6％まで
減少し，日本船籍数も６％にまで減少してい
るという。日本の海運企業は，海上での経験
を陸上での船舶管理者養成の訓練場として捉
えているという現状がある。海上労働科学の
守備の広がりや深さも，時代とともに変わる
ことが社会的必然であろう。

ラマッツィーニ著 松藤元訳の 
『働く人々の病気―労働医学の 

夜明け―』にみる海上労働

ところで，働く人々の病気を広範囲に記述
した古く1700年代初期に出版された著名な
古典的書物がある。産業医学の父とも呼ばれ
ているイタリアのパドヴァ大学教授の医師ベ
ルナルディノ・ラマッツィーニが著した『働
く人々の病気』である。この書籍の邦訳版（写
真２）は，松藤元を翻訳者として，1980年に
北海道大学図書館刊行会から発行された。松
藤元は，1934年に東京大学医学部を卒業後，

後に労研所長や顧問を務めた同窓の斉藤一と
同時期の1935年に倉敷労働科学研究所へ入
所している。
松藤元訳の「労働医学の夜明け」を副題と
した「働く人々の病気」によれば，鉱夫・陶
器師・鍛冶屋・石屋・馬丁・農民・印刷工・
漁師等々，当時の欧州でみられた働く人々の
病気を調べて，適切な処方を述べている。ま
さに産業保健，産業医学の父と呼ばれるのに
相応しい偉人である。この書籍の第39章に
は漁夫の病気がある。冬の厳寒や夏の酷暑，
濡れた衣類等の漁夫の働く環境に由来する病
気，補遺として追記された第10章では，水
夫と漕手の病気についての記述があり，この
職業では，急性のありとあらゆる病気にかか
るとしている。航海により相互の交易を増や
し，海，風，天候等，変わりやすく安心でき
ない自然の不可抗力のもとで夜も昼もはたら
き，激しい仕事に耐える水夫や漕ぎ手及び水
先案内人の病気について書かれている。この
書籍は，その後  2004年に，著者ラマッツィ
ーニの名をホールに冠した産業医科大学の産

写真２　�働く人々の病気－労働医学の夜明け� �
ラマッツィーニ 著，松藤 元 訳� �
北海道大学図書刊行会，1980年３月，�
330頁，2,500円
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業生態科学研究所長であった東敏昭さんの監
訳により「働く人の病気」として産業医学振
興財団から発行されている。

本記事で紹介したい大橋信夫さんの編著に
よる本書は，以下の４部で構成されている。
第一部　 海上労働科学研究所の設立から40

年後に解散となるまでの経緯
第二部　 海上労働科学研究所の最後の一人が

観察したことと研究資料の保存
第三部　 海上労働科学研究所が他機関・組織

と関連した活動の一部
第四部　 漁業・水産業分野における労働に対

する労働科学的研究・調査の小史

海上労働科学研究所の設立の経緯

海上労研のルーツは，東京高等商船学校（東
京商船大学を経て現在の東京海洋大学）の航海科
を卒業した西部徹一さんが，1946年に労研
に入所したことにある。労研内に海上労働科
学研究グループが誕生し，敗戦後，当時は極
めて劣悪であった船員の居住設備と作業環境
改善に取り組んだ。調査研究者が自分で食べ
る米の持参に苦労するような時代だったとい
う。後に原子力船「むつ」船長として苦労し
た荒稲蔵さん等も，海上労働科学研究グルー
プで活躍しておられた。労働の科学誌67巻
５，６号を引用した本書末尾付表１の海上労
研年表によると，1974年の項目に荒稲蔵船
長の原子力船「むつ」が臨界実験成功後，放
射線漏洩により50日間漂流したという記述
が残されている。わが国初の原子力船として
晴れがましく就航した「むつ」の漂流は，現
在でも時折りニュースに上るリサイクルでき
ずに漂流している使用済み核燃料を連想して
しまう。ともあれ，船乗りで若きころ元気な
海上労研マンであった「むつ」船長の荒稲蔵
さんは，後に海上労研専務理事や所長として
復帰し，1992年に退任したという。

1950～1960年代，船舶の巨大化や自動化
等の技術革新や開運会社の大合併の時代を経
て，海上労働に関する総合的かつ強力な調査
研究が必要であるとする機運が盛り上がって
きた。海上労働に関する労研の研究成果を，
海運関係の政労使が活用してきたこともあ
る。そこで，労研の海上労働研究部を母体と
して，労研から独立した財団法人海上労働科
学研究所を設立する要望書・趣意書が作成さ
れ，1966年５月に当時の運輸省所管として
設立の合意が得られた。これを受けて，
1966年８月に設立発起人総会及び寄付行為
の承認が行われた。なお，財団法人海上労研
設立趣意書の原文や現在の法人定款にあたる
寄付行為の一部が本書に掲載されている。

海上労働科学研究所の初期の人々と 
暉峻義等氏の海女の研究

設立初期の海上労研は，所長を西部徹一さ
んとし，設立時の研究員は，小石泰道さん，
岩崎繁野さん，神田道子さん，服部昭さん，
杉原弥生さん，それに大橋信夫さんで，誰も
が西部さんの指導を受けてきた人たちでスタ
ートした。１ヵ月後に，航海訓練所助教授（機
関士）であった神田寛さんと外航船航海士で
あった山岡靖治さんが加わり，他に勤務先の
都合で着任時期が遅れた方々が参加し，合計
13名が設立時に予定されていた海上労研の
メンバーだったという。本書付表２で，労研
及び海上労研の戦後漁業・水産業の動向と研
究・調査テーマを一覧表でみることができる。
この表の1950～1960年代に，岩崎繁野と暉
峻義等の連名で極めて活発に漁村の婦人労働
を含む漁業の労働科学的調査研究が行われて
いたことが分かる。
1965年の国際生理科学会議では，暉峻義
等元労研所長の世界に先駆けた業績である我
が国の海女労働の研究を讃える企画シンポジ
ウムを開催している。暉峻さんが挙げてきた
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特　別　寄　稿

潜水医学や高圧医学面での多くの業績は国際
的にも高く評価され，「いきこらえ潜水と海
女の生理学」と題した暉峻義等氏に捧げるシ
ンポジウムがそれである。すでに病魔に侵さ
れていた暉峻義等氏は，表彰式では終始端然
とした姿で黙しておられたという。なお，暉
峻義等元労研所長はその後1966年12月７日
に逝去された。翌年1967年12月７日付で，
当時，世田谷区祖師谷にあった労研では，所
内の追悼出版刊行会編集により「暉峻義等博
士と労働科学」と題する300頁を超す書籍を
出版している。そのなかで，長らく暉峻義等
さんの助手を務めてきた岩崎繁野さんが「漁
業調査と暉峻義等先生」と題する章で，暉峻
義等元労研所長は昭和３（1928）年には国際
学術誌に報告した海女の労働についての生理
学的研究成果が国際的にも大きく評価され，
その時分から既に漁業労働に関心を持たれて
いたとの記述がある。巻末の業績目録によれ
ば，1928年には，日本学術協会報告第四巻
で「海女の研究」，及び“The Ama and her 

work. A study of the Japanese female diver. 

Arbeitsphysiologie, 5 Bd.,239-251, 1932.”が
出版されており，後に1965年の国際生理科
学会議でAma-Physioligy分科会の開催と暉峻
義等氏に対する表彰となった経緯が書かれて
いる。
実は今回，米国の医学・科学技術情報ネッ
トワークの構築に改めて驚かされたことがあ
る。私が2023年８月初旬に，“海女の生理学”
つまり“Ama Physiology”をキーワードにネ
ット検索したところ，“Physiology of Breath-

Hold Diving and the Ama of Japan: Papers 
（1965）”と題する1965年に東京で開催され
た海女を巡る国際会議の講演集全文が，全米
科学アカデミーのサイトで公開されており，
読むことができた。このサイトでは，労研の
暉峻義等氏が海女の生理学に対して果たした
卓見と業績を評価して表彰するというニュー
ヨーク州立大学バッファロー校Hermann 

Rahn教授のスピーチ論文，また暉峻義等氏
が1931年にドイツ語で出版した論文も，ベ
ルリンの出版社の了解を得たとして239-251
頁という全ページが，手書きの海女の水中ゴ
ーグル図や潜水支援船等々，数十枚の写真や
図表とともに複製で解像度は低いが閲覧する
ことができる。国際的識別子はhttps://doi.

org/10.17226/18843である。
また，岩崎繁野さんは，暉峻義等氏が労研
所長退任後も「僕は，漁業労働者のためには
まだ何もしていない。これからの余生を漁業
労働者のためにつくそうと思うといわれて，
暉峻義等先生が漁村に入ったのは昭和24
（1949）年でした」，と記している。実際，暉
峻義等氏は1948年に労研所長を退任した後
も，近海漁業に自身で漁船に乗船し，氷見湾
や網代等々の漁船員や貧困漁村を支えている
半農半漁の家族生活等々，家族生活を含めた
海上労働科学に係る実情を，病に倒れる
1962年まで漁業労働の調査を続けられたと
岩崎繁野さんは記している。

労働科学と人のつながり

お茶の水女子大学を卒業後，労研に海上労
働研究部ができたころに海上労研に入所され
た神田道子さんは，その後，東洋大学学長等々
を歴任された。ヒトの縁は巡るもので，神田
道子さんは労研退職後，半世紀を過ぎたころ，
労研とは不思議な縁で結ばれることとなっ
た。労研では，2011年７月１～２日に労研
創立90周年記念特別企画として「働き方の
近未来と新しい労働科学」を合宿形式のシン
ポジウムとし，参加者が宿泊もできる（独法）
国立女性教育会館を会場として開催した。私
は，準備や打合せ等のため東武東上線の武蔵
嵐山駅近くにある（独法）国立女性会館に，
当時の労研所長の酒井一博さん，総務の稲垣
智子さん，出版の原知之さんとともに会場に
伺ったときの同会館理事長が，なんと半世紀
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前に労研におられた神田道子さんであった。
合宿によるこのシンポジウムでは，東京大学
の鷲谷いずみさん，和光大学の竹信三恵子さ
ん，労働政策研究・研修機構の濱口桂一郎さ
ん，労研主管研究員でILO勤務経験者の井谷
徹さん，（独法）労働安全衛生総合研究所の倉
林るみいさん（いずれも当時）等々が講演者と
して参加された。前日の６月末日まで会場の
国立女性教育会館理事長であった神田道子さ
んは，終始，シンポジウムを聴講され，また
討議に参加された。神田道子さんは，海上労
研及び労研を熟知した女性労働と教育社会学
の専門家であり，的確なコメントや助言を頂
き，これからの労研の研究テーマや研究方法
論に大きな示唆を得ることができた。

おわりに

船員の労働と生活をよりよいものにした
い，という西部徹一さんの若いころの夢があ
ったという。夢が実現して発足した運輸省（現
在の国土交通省）所管の海上労研は，1966年
に人間工学，労働技術，安全衛生，社会科学
の四研究室構成で設立された。以来，研究員
との間で多少の軋轢があった役員もおられた
ようだが，労研時代を含めて60年間にわた
り，大きな成果を社会及び政労使等々に向け
て業績を公表してきた。多くの研究成果は，
労働基準法とは別個の法律である船員法にも
活かされ，船員の労働と生活の改善に貢献し
てきた。しかし，本書で関わりには直接触れ
てはいないが，2000年代初頭の省庁等再編
及び国の公益法人改革のうねりのなかで，財
団法人海上労働科学研究所が，2006年に解
散せざるを得なくなったという。本書ではそ
れらを取り巻く経営面やできごと等が，当事
者の目で具体的かつ詳細に記述されている。
第二部では，海上労研解散後，最後に資料・
機材の大量廃棄までを見届けた村山義夫さん
が詳述している。海上労研は，解散後，吸収

合併を経て現在は，（一財）海技振興センター
となっているようである。前述したように，
1965年に東京で開かれた海女の生理学シン
ポジウムの講演集とともに，1931年に暉峻
義等氏がドイツ語で出版した海女の生理学論
文が，全米科学アカデミーのサイトでいまで
もどこからでも閲覧できる。これが米国の底
力かとも思うが，海上労研で最後にPDF化さ
れた資料等が，何らかのネットワークで活か
されていることを祈念したい。

本書の冒頭で記されているように，1946
年に日本で初めて㈶労働科学研究所で開始さ
れた商船で働く労働の研究は，2006年に終
焉を迎えた。組織の解散は，必然的に一抹の
寂しさがともなう。しかし，組織が変わり，
新たに次の目標を設定することは組織発展の
要諦でもあろう。海上労研のルーツともいえ
る倉敷労働科学研究所は，大原孫三郎倉敷紡
績社長と1917年に東京大学医学部を卒業し
た暉峻義等の労働科学を実践的に研究しよう
という熱意と信念により1921年に設立され，
その後，財団法人として文部省及び文部科学
省，公益財団法人として内閣府と所轄省庁を
変えながら，現在は，設立100周年を機に，
次の三テーマを公表している。
１．産業界の抱える諸課題の把握と問題解
決の糸口を探る。２．地域の視点により労働
と生活の諸問題を解決する。３．産業現場の
知見を教育研究に生かす産学協働。これらを
記念事業プロジェクトに掲げている。

我が国の行政機関や官僚が前任者を踏襲し
がちなように，変わり続けることは苦しいこ
ともあるでしょう。私は，労研及び海上労研が
設立以来，果たしてきた長年の成果に多大な
敬意を表しています。海上労働科学に対する
社会的要請がなくなったとは思えません。海
上労研は解散しましたが，いずれ何らかの機
会に新たな展開があることを期待しています。
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はじめに
ILOの創設百周年レポート，「仕事の未来に
おける核としての産業安全保健（Safety and 
Health at the Heart of Future of Work）」は，「持
続可能な発展」を４つの優先課題の一つとして
取り上げています。特に地球温暖化が進む中で
の産業安全保健の役割が論じられています。地
球温暖化というと私たちは深刻な環境問題とし
て氷河が溶けたり海面が上昇したりあるいは異
常気象などをまず思い浮かべます。しかし，温
暖化が進む中で働く労働者，特に屋外で作業す
る労働者への暑熱対策支援が産業安全保健上の
大きな課題です。

温暖化と労働可能時間の損失
図１に示すように，地球温暖化の進行ととも

に特に熱帯地域で労働が不可能になったり労働
時間が失われ，仕事をなくしたり十分な収入を
得ることができない労働者が増えることが予測
されています。
産業保健の視点からはより多くの労働者が気

温上昇下での作業を余儀なくされ，熱中症をは
じめとする健康影響の増加が懸念されます。
たとえ熱中症にならないとしても，重量物の

運搬等の重筋労働が困難になります。熱帯地域
の農業や建設現場等がまず影響を受けそうです
し，家の中にいても暑さの中で十分な睡眠がと
りにくい等の疲労回復への悪影響も懸念されま
す。直接暑熱に曝される屋外作業には移民労働

者が従事している場合もあり，それらの職場の
多くは産業安全保健サービスが届かないイン
フォーマル職場となっています。温暖化に伴う
異常気象や自然災害の発生に伴い，救援や緊急
対応に従事する労働者あるいは被災後の片づけ
や復興にかかわる清掃作業者の負担も増大しま
す。
私はインドに住んでいるので，図１の中で南
東アジア地域での労働時間の損失が世界の中で
最も大きいという推測データが心配です。先日，
インド中部にあるマハラシュートラ州のプーネ
という街の廃棄物収集現場を訪ねました。「こ
の職場では熱中症（heat stress）になる作業者
はいませんか？」と尋ねると，家々を回って廃
棄物を収集し運搬する最中に体調が悪くなる作
業者が出るとのことでした。インドに赴任して
６年以上になりますが，製造業，農業，建設業，
廃棄物リサイクル業などさまざまな職場を訪問
するといつも熱中症に関する質問をします。こ
れまでは特に体調をくずした労働者がいたとい
う返答はあまりありませんでした。インドの人
たちは暑い環境に順応していて，さらに日中の
気温が高い時間の作業を避けたり長めの休憩を
取るなど伝統的な作業の知恵で対処できている
のかなと思ったりしていました。しかし，今回
増大する暑さの中で体調を悪くする労働者がや
はりいるのだということを認識しました。

作業現場の暑さ対策 
―船舶リサイクル職場の例―

インドはじめ熱帯地域において今後さらに職
場における暑さ対策が重要になります。2021
年の本誌の76巻７号で紹介しましたが，イン
ド西部のグジャラート州のアラン地区はアラビ

地球温暖化と産業安全保健

川上　剛

6I LOインド南アジア

かわかみ つよし
労働安全衛生・労働監督シニアスペシャリスト，ILO南アジ
アディーセントワーク技術支援チーム，ニューデリー

産業安全保健通信
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ア海に面し船舶解体・リサイクル作業で世界的
に知られています。古くなった日本の船も多数
解体リサイクルされています。ここではILOの
産業安全保健プロジェクトが進行しており，私
もよく出かけて巡視や参加型トレーニングを行
います。
最近のトレーニングの中で暑熱対策が一つの

焦点になってきました。これまでは，船舶リサ
イクル職場における死亡災害の三大原因である
墜落，衝突，電気事故の予防が労使の関心の中
心でした。こうした死亡災害が徐々に減る中で，
私の方からも暑熱をはじめとする作業環境改善
や重量物運搬・作業姿勢等の人間工学的改善に
もっと目を向けてほしいと強調してきました。
暑熱環境という意味では，日陰のない船の甲

板の上で長時間直接しゃがみこんだままでの溶
断作業がまず目につきます。あるいは冷房もな
く換気も悪い船内のコンパートメントに入っ
て，暑さに耐えながらの溶断作業もあります。
切断した鉄の塊あるいは残されている機械類や
家具類など船内の重量のある構造物を運びだす
重筋作業もたくさんあります。暑さの中でこう
した作業を行うことで集中を失い重大事故発生
につながる可能性が心配されます。

こうした状況への対処として，まず船室等の
壁を切り取って換気をよくしてから作業を行
う，あるいは扇風機を配置するなどの改善事例
もすでにあります。今後こうした対策をさらに
進めることが議論されました。一方で甲板等の
屋外の場合には日陰を作ってその下で作業する
ことや頻回の小休憩と水分補給が推奨されまし
た。以前にカンボジアのアンコールワットで，
炎天下で寺院の修復作業を実施する労働者が日
よけを使って作業していたのを思い出してワー
クショップの中でその改善写真を見せました
（写真１）。すぐに参加労使から同じような簡便
な日よけを船舶リサイクル職場でももっと使お
うという提案が出ました。
製造業においても暑熱対策への目配り強化と
改善事例が増えています。写真２はバングラデ
シュの繊維工場ですが，大型のファンを双方向
の壁に取り付けて作業場内の温度を下げ労働者
が快適に作業できるようになっています。ここ
数年多くの工場で実施されるようになってきた
改善です。
現在，南アジアでILOが進めているプロジェ
クトには，綿花栽培や紅茶農園，建設現場それ
に廃棄物収集リサイクル職場等，屋外で作業す

図１　1.5度気温上昇シナリオの際の2030年 労働時間損失予測（％）
　　　 （出典：ILO World Employment and Social Outlook 2018：Greening with Jobs）
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る職場が多く今後の暑熱対策がさらに重要にな
ります。ILOレポートが指摘するように移民労
働者，インフォーマル職場が多い職場でもあり
ます。また，屋内で作業する製造業職場におい
ても暑熱対策の重要性が増しています。

おわりに
今日はネパールの首都カトマンズ郊外のホテ

ルの部屋でこの原稿を書いています。ホテルの

隣の建設現場ではまだ涼しい朝５時過ぎに作業
が始まります。トントントンというハンマーの
音で目が覚めます。そして，じわじわと迫る温
暖化の中で対応を進める南アジアの労使の知恵
と努力をどのように支援できるだろうかと考え
ます。さらには職場環境に加えて十分な睡眠や
休息をとるための労働者の生活や宿舎の環境改
善も重要性を増していきます。
（本稿に書かれているのは筆者個人の見解であり
ILOを代表するものではありません）

写真２　 作業場に大型のファンを取り付けたバン
グラデシュの繊維工場

写真１　 カンボジアのアンコールワットの寺院修
復作業場。直射日光を避けるために四角
形の白い日よけの下で作業をしています。
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チェックポイント 125
　若年労働者のために適切な作業負担を割り当て、
チームワークを促進し、適切な訓練を行います。

なぜ
　若年労働者は、成熟した労働者と比較すると、身体
的および精神的能力に差があります。彼らは作業につ
いて経験が十分ではない場合が多く、適切な支援が必
要だと感じています。

　若年労働者が作業場の慣習に慣れたり、必要な作業
課題をこなせるようになるには、通常時間がかかりま
す。十分な作業経験を積み、作業中に直面する問題点
を解決できるように、指導と支援を行うことが重要で
す。

　作業場のリスクに対処するとき、最も影響を受けや
すい労働者は仕事の経験が最も少ない人たちです。こ
の「新しく加わったばかり」という要因は、しばしば
若年労働者の「年齢」要因と混同されます。作業に加
わったばかりの早い時期のリスクに対処できるよう、
訓練を行わなければなりません。

　若年労働者が実績を向上できるように支援する最善
策は、経験のある年輩者をつけて、彼らを指導し訓練
することです。若者労働者と年輩労働者が良いコミュ
ニケーションをとれれば、作業場の雰囲気もより良く
なるでしょう。

リスク／症状
・　負傷率の増大
・　ストレスによる健康障害
・　不十分なコミュニケーション
・　不十分な理解
・　労働者の健康低下

どのように
1 ．若年労働者が新しく作業場に配属されたら、作業
システムの説明と若年労働者の支援策を含む、適切
な訓練を行います。定期的に彼らの相談に応じるの
も役立ちます。

2．チーム作業手順を見直して、若年労働者に適切な
作業負担を割り振ります。そうすれば、十分な作業
経験を徐々に積むことができます。

3．若年労働者に作業中のリスクに対処するために、
彼らの背景知識、技能、体力を考慮に入れたトレー
ニングを実施します。適切な安全に関する訓練によ
り、若年労働者の場合、作業関連健康問題のリスク
を低減することができます。

4．年輩労働者に若年労働者の支援役を割り当てます。
支援する人は、若年労働者と毎日接触して、問題が
起こる前に指導していきます。若年労働者は問題が
あっても先輩に相談するのをしばしばためらうため、
毎日話しかけることは極めて重要です。

5．作業負担が若年労働者の能力を超えていないか確
認するため、作業のあらゆる側面をチェックします。

6．若年労働者が教育課程を続けていけるように、フ
レックス時間制を実施します。

追加のヒント
－　若年労働者が法定の就業年齢に達しているか確認
します。

－　若年労働者でも、作業場の年輩労働者と監督者に
気軽に相談できるような雰囲気をつくるよう努めま
す。必要なら、若年労働者が自分の問題の解決策を
見つけ出せるようにグループ討論を行います。

－　健康リスクを減らして作業を遂行する方法を若年
労働者に教えることが重要です。教育は、作業技能
についてだけでなく、人間関係についても必要です。

－　若年労働者の支援が、本人たちの希望に基づいて
行われるように確保します。若年労働者は、自身の
安全と健康に危険となる仕事に就く前に年配労働者
と相談すべきです。

記憶ポイント
　若年労働者が十分な作業経験を獲得できるように支
援します。問題が深刻になりすぎてしまう前に、年輩
労働者が若年労働者にオン・ザ・ジョブ訓練を実施し、
支援します。
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図125a　�若年労働者に対して、彼らの背景経験、知識、スキル、体力を
考慮しながら、作業中にリスクに対処する方法を訓練します。

図125b　�若年労働者が作業場の問題を話し合い、自分たちのニーズを反映した実際的な改善策を提案
する機会を提供します。
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　広く普及した『人間工学チェックポイント』を全面改定した本書は、作業関連災害と疾
病の予防と、安全、健康、作業条件の改善に役立てるために編集されました。
　さまざまな作業場の条件チェックに応用してきた産業現場の豊富な経験に基づいて、第
2版では新項目も加えて読みやすく改定し、カラー刷りの挿し絵に組み替えているのが大
きな特徴です。
　広範囲の現場状況について応用できる実際的で低コストの人間工学改善策を 132 項目に
分けて、次の領域別に解説しています。

人間工学チェックポイント
第２版

　■　資材保管と取り扱い　
　■　手もち工具
　■　機械の安全
　■　ワークステーションの設計
　■　照　明
　■　構内整備
　■　有害物質・有害要因対策
　■　福利厚生施設
　■　作業組織

　挿し絵つきの各チェックポイントは、とるべきアクションを示していて、‶なぜ"必要で、
‶どのように"実行すべきかを述べています。また、‶追加のヒント"と‶記憶ポイント"も示
します。このマニュアルの全項目を集めたチェックリストが示してありますが、ユーザー
はこのチェックリストの項目を選んで、それぞれの作業場点検にたやすく応用できます。
　本書は、作業場改善にかかわるすべての人のためにつくられました。経営者、管理監督
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中教審特別部会が緊急提言を 
文科大臣へ提出

はじめに
８月28日に開催された中央教育審議会「質

の高い教師の確保特別部会」（以下，特別部会）は，
「教員を取り巻く環境整備について緊急的に取
り組むべき施策」（以下，緊急提言）を永岡文部
科学大臣（当時）に提出した。この提言には，
教員の働き方改革を一層推進するため，①学校・
教師が担う業務の適正化の一層の推進，②学校
における働き方改革の実効性の向上等，③持続
可能な勤務環境整備の支援の充実という３つの
柱を示し，それぞれの柱ごとに直ちに取り組む
べき具体策が取りまとめてある。
本稿では，緊急提言での注目すべき点の紹介，

働き方改革の障壁になっている点について考察
する。

教員の勤務環境に対する危機感と懸念
緊急提言冒頭で，「子供たちが抱える困難が

多様化・複雑化するとともに，保護者や地域の
学校や教師に対する期待が高まっていることな
どから，結果として業務が積み上がり，教師を
取り巻く環境は，我が国の未来を左右しかねな
い危機的状況にあると言っても過言ではない。」
と指摘し，教員の長時間労働が十分解消されな
いことから，国の未来を左右しかねない危機的
状況にあると指摘している。今般の改革のめざ
す方向性として，「高度専門職である教師が，

学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け
止め，働き方改革により創出した時間も活用し
つつ，教職生涯を通じて新しい知識・技能等を
効率的・効果的に学び続け，子供一人ひとりの
学びを最大限に引き出す教師としての役割を果
たすこと。」と述べられている。
筆者もこの改革の方向性については賛同する
ものの，改革の方向性そのものが教員の働き方
改革を阻害要因ともなるという懸念をもってい
る。その懸念する点は，「働き方改革により創
出した時間も活用しつつ，教職生涯を通じて新
しい知識・技能等を効率的・効果的に学び続け」
という記載である。
山本1が「現在の教育職員は『本業回帰願望』
が強く，業務の精選による創り出された時間は，
教材研究や児童生徒と関わる時間といった，オ
ープンエンドな教育業務に転換され，結果的に
長時間業務は変わらないのではないか」と指摘
しているように，教員は子どものためになるこ
とであれば，改革によって創り出された時間に
新たな業務を入れてしまう特性がある。教職生
活を通じて新しい知識・技能等を学び続けるこ
とには賛同するが，心身を休めることへの意識
づけをするため，健康リテラシーを高める創意
工夫した取り組みも併せて行う必要がある。
緊急提言では，教員のメンタルヘルス対策の
充実の一環として予防などの充実が示された。
しかし，山本が指摘した「本来業務回帰願望」は，
教職という職業に魅力があるからこそ生まれる
願望であり，自分の心身の不調を感じたら休む，
ストレスを感じたら休むという習慣づけをする
には，かなり創意工夫した研修内容，及び習慣
化に向けたインセティヴが必要である。教員の
健康リテラシーを高まるための研修内容などの

藤川　伸治

「　　　　　　　」で伝わる

教職員の�
過酷な勤務環境�

＃教師のバトン

24

ふじかわ しんじ
特定非営利活動法人 教育改革2020「共育の杜」理事長
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好事例は十分，抽出されているとは言えず，
文科省，各教委における積極的な取り組み
が望まれる。

学校における授業時間数の見直し
１年間に行うべき教科の授業時間数は学

習指導要領によって定められている。表１
は2003年以降の学習指導要領で定めた単
位授業時間数（以下，授業時間数とは単位時
間のことをいう。１単位時間は小学校高学年
45分，中学校50分），及び内容面での変化
を示したものである。これをみてわかるよ
うに2003年以降授業時間数は増え続け，
また，新たな授業内容も増えている。外国語と
道徳の教科化は，通知表への評価記入も新たな
業務として増えることにつながった。学習指導
要領上では，教員の業務増，負担感につながる
見直しが続いているのだ。教職員2からは，「新
学習指導要領で標準字数が増え，年間の余剰時
数が減り，柔軟な教育課程が組みにくい。」，「高
校で扱っていた内容が中学３年生に降りてき
て，扱う内容が増えており，子どもも大変。」
という声があがっている。
表２は公立小・中学校における総授業時間数

の実績について2018年度と2021年度を比較し
たものである3。小学校５年生では，2018年度
には年間総授業時間数は1,040.2時間，2021年
度には1,059.9時間であった。標準準授業時間
数を超えて実施した授業時間数（以下，余剰時間）
は2018年度が60.2時間，2021年度が44.9時間
と15.3時間ほど減少しているが，これは，標準
授業時間数が，2018年度から2021年度では35
時間増えたことから，余剰時間を確保すること
も難しくなった影響と考えられる。一方，中学
校２年生では，余剰時間数は2.8時間とわずか
に減少している。

この調査によると，小学校５年生では標準授
業時間数1,015時間を超えて授業を実施した学
校は83.2％，中学校２年生では81.9％だった。
小中学校とも８割以上の学校で標準授業時間数
を超えて授業を行っているのである。2021年
度は前年からの新型コロナウイルス感染症の影
響で休校措置も続いていた年であったことを踏
まえると，標準授業時間数が大きく超えて授業
を実施していた学校では，教職員はたいへんな
多忙感を感じながら職務に従事していたと考え
られる。にもかかわらず，余剰時間数をこんな
にも多く確保したのはなぜだろうか。
標準授業時数に関わっては，文科省は，標準
授業時数を踏まえて教育課程を編成したものの
災害や流行性疾患による学級閉鎖等の不測の事
態により当該授業時数を下回った場合，下回っ
たことのみをもって学校教育法施行規則に反す
るとされるものではなく，災害や流行性疾患に
よる学級閉鎖等の不測の事態に備えることのみ
を過剰に意識して標準授業時数を大幅に上回っ
て教育課程を編成する必要はない，という考え
方を示している4。
７月24日の第２回特別部会において，全日

表２　年間総授業時間数の実績（全国平均）
2018年度 2021年度

小学校５年生（単位時間/年） 1040.2 1059.9
学習指導要領で定められた

標準授業時間数 980 1015

標準授業時間数を超えた時間 60.2 44.9

中学校（単位時間/年） 1061.3
（１年生）

1058.5
（２年生）

学習指導要領で定められた
標準授業時間数 1015 1015

標準授業時間数を超えた時間 46.3 43.5
小学校５年生：１単位時間は45分  
中学校：１単位時間は50分

表1　学習指導要領で定められた標準授業時間数の変化
2003年 2011年 2018年 2020年

小学校（時間/年） 945 980 1015（小４以上）
中学校（時間/年） 980 1015 1015

増加した内容 小・中学校の補充・
発展学習の追加

〇授業時間数増
〇 小学校外国語活動の
導入

〇道徳の教科化
〇主体的対話的で深い学び
〇小学校外国語の教科化
〇プログラミングの導入
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本中学校長会会長の齊藤正富東京都文京区立音
羽中学校長は「標準時数については，私も教育
課程を毎年度編成しますけれども，大体1,015
時間の標準に対して，プラス20程度の時数の
余剰設定をするようにしていました。これは感
染症等で学年閉鎖，学級閉鎖等が起こった場合
のことを考えてという点が主な理由ですが，こ
れについて，学校が教育課程を提示する段階で，
これでは多過ぎるということを教育委員会が学
校に言えるような施策として実施していただけ
ればよいと思います。」と発言している。また，
埼玉県戸田市の戸ケ﨑勤教育長は「どの学校で
も次にできる見直しは，令和５年度当初におい
て，標準授業時数を上回って年間1,085時間の
単位を超えて教育課程を編成している学校は，
早急に見直しを前提とすべきだと思います。」
と発言している。
緊急提言では，「令和５年度当初において標

準授業時数を大幅に上回って（年間1,086単位時
間以上）いる教育課程を編成していた学校は，
令和６年度以降の教育課程編成において，見直
すことを前提に点検を行い，指導体制や教育課
程の編成の工夫・改善等により，指導体制に見
合った計画とする必要がある。当該学校を所管
する教育委員会は，学校における教育課程編成
の改善が適切に行われるよう指導助言する必要
がある。」と指摘された。今後，各学校に対して

教育委員会から厳しい指導が行われるだろう。

おわりに
本稿では，働き方改革で創出した時間をつか
って新たな学びに取り組むというメッセージ
が，教員の長時間労働解消につながらない懸念
を生むことを指摘した。また，ここ20年間，
学習指導要領で定めている標準授業時間数が増
加し，扱う内容も難しくなっていることなどを
紹介した。2019年の学校における働き方改革
に関する中教審答申，今回の特別部会では，こ
れらの論点については，まったく素通りであっ
た。なぜ，各学校が余剰時間を確保しているの
か，それが学校だけの判断によるのかなどにつ
いては，確かなことはわからないままで緊急提
言が各学校現場に降りていき，提言通りして下
さいという上からの指導で本当にいいのだろう
か，という疑問を覚える。

注
1労働の科学（2018年，Vol.73）
2日本教育職員組合政策制度要求と実現（2023～2024年度）
3文部科学省公立小・中学校における教育課程の編成・実施
状況調査結果の概要より

4「平成30年度公立小・中学校等における教育課程の編成・
実施状況調査の結果及び平成31年度以降の教育課程の編
成・実施について（平成31年３月29日付初等中等教育局
長通知）」や「「令和４年度公立小・中学校等における教育
課程の編成・実施状況調査」の結果について（令和５年４
月21日付事務連絡）」）など
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労働組合は男女平等で 
何を優先すべきか

連合の取り組みのチェックを続けよう。「ク
ミジョ調査2021」を実施した時期に連合が表
明していた「2021春季生活闘争」には，賃上
げ要求およびジェンダー平等・多様性の推進の
取り組み項目が入っている。そこから男女平等
参画に関わる具体的な要求項目を拾うと次の５
項目であった。
男女間賃金格差および生活関連手当支給基準

の是正，改正「女性活躍推進法」および「男女
雇用機会均等法」の周知徹底と点検活動，あら
ゆるハラスメント対策と差別禁止に関する取り
組み，育児や介護と仕事の両立に向けた環境整
備，「次世代育成支援対策法」に基づく取り組
みである。これらに同一（価値）労働同一賃金
の取り組みを加えた６項目で，ほとんどを網羅
できるであろう。
しかし，そのままでは，羅列され，鎮座した

ままなので，「クミジョ調査2021」は，クミジョ
にこれらに優先順位をつけてもらった。すると
順位は以下のようになる。

第１位　 育児や介護と仕事の両立に向けた環境
整備

第２位　 男女間賃金格差および生活関連手当支
給基準の是正

第３位　 あらゆるハラスメント対策と差別禁止
に関する取り組み

第４位　同一（価値）労働同一賃金の取り組み

第５位　 改正「女性活躍推進法」および「男女
雇用機会均等法」の周知徹底と点検活
動

第６位　 「次世代育成支援対策法」に基づく取
り組み

あえてプロ野球みたいに首位～第３位をAク
ラス，第４位～最下位をBクラスと便宜的に分
けて呼べば，仕事と家族責任の両立，男女間賃
金格差，ハラスメントといった項目に集中して
いることがわかる。どちらかと言えば，非管理
職の女性が職場で直面しがちな項目であろう
か。
第４位は雇用形態間の格差を是正する取り組
みであり，Bクラスとはいえ，第３位と接近し
ている。連合はこれを春闘では男女平等参画に
関わる要求項目として表明していないけれど
も，クミジョが考える優先順位としては高いと
いえる。これらの結果から，クミジョを評価者
に見立てると，正社員集団の代表者のように見
えて，非正社員の取り組みへ目を配っているこ
とがわかる。
連合が考える優先順位を知る術はない。ある
いは優先順位などないのかもしれない。だがク
ミジョが考える優先順位はある。それを連合の
運動に活かすみちは開かれているのであろう
か。取り組みやすいものから取り組んでいると
いうことはあろう。だが，女性にとって優先順
位が高いものを放っておくと，組合費を払って
いる者への礼を失い，人心が離れていくのは必
然である。

コロナ期のクミジョの家庭生活
コロナ期に突入すると，その傷みはさながら

『クミジョ白書2021』⑷

漂 流 者 た ち

本田　一成

27
クミジョ の肖像

ほんだ　かずなり
武庫川女子大学 教授

（350 ）



31労働の科学　78巻６号　2023年

女性ばかりに集中して悪化した。分かってはい
たが，そう言うのが阻まれていたり，憚られて
いたり，隠されていたのである。
コロナを介して男女の雇用格差が改めて露呈

し，隠される前に「シーセッション（女性不況）」
と呼ばれ，内閣府『2021年男女共同参画白書』
にも明記された。男女は全然，同じように参画
していなかったのである。
人類の危機のようでいて，女性の危機といえ

る事態に，クミジョたちはどんな状況に直面し
ていたのか。
「クミジョ調査2019」で，クミジョの家庭生
活でも強勢な性別役割分業が見られ，家事や育
児の負担が非常に大きいことが示された。今度
はそれがコロナ禍でどうなったかを「クミジョ
調査2021」で確かめようというわけである。
要点だけを言えば，コロナ禍は，クミジョの

家事負担を増やすことになった。とりわけ子ど
もがいるクミジョでその傾向が強い。コロナ前
の家事負担は，休日になると若干，パートナー
の「お手伝い」の助力があったが，コロナ期は
平日も休日も同程度の負担になった。
育児負担も同じである。中学生以下の子ども

がいるクミジョに注目すると，クミジョの負担
が大きくなり，一方で休日のパートナーの「お
手伝い」も縮減した。これらを考えあわせると，
「クミジョの壁」はさらに高まったと言える。

企業のコロナ対応と労組活動への評価
コロナ禍で企業はどうなったのか。どういう

対応をしていたのか。クミジョに所属する勤務
先の状況を聞いてみた。「勤務時間・日数の縮
小」，「一斉休暇・一時休業の実施」「業務内容
の変更」などが上位に来る。勤務先の多くが何
らかのコロナ対応をしていたことが，産業別に
ややトーンが異なる。製造業では「一斉休暇・
一時休業」や「早期退職者の募集」が多くなる
が，非製造業では「勤務時間・日数の縮小」が
多く，公務・公営では「業務内容の変更」が多
い。なお，３つの産業とも，５～６％台とはい
え「賃金と一時金のカット」がみられる。
ではコロナ期の労組の活動について，クミ

ジョはどれほど評価しているのであろうか。「ク
ミジョ調査2021」では５点尺度の満足度を測

定しているので，「非常に満足」に５点，「やや
満足」４点，「どちらともいえない」に３点，「や
や不満」に２点，「非常に不満」に１点を与えて，
満足度ポイントを算出してみた。
満足度は，「職場の感染症防止措置の確保」

（3.43），「労働者の雇用を守る活動・協議」
（3.37），「会社・当局とのコロナに関する協議」
（3.22），「労働者から相談を受ける体制整備」
（同），「女性役員の意見の反映」（3.17），「労働
者のコロナ被害に関する情報収集」「3.16」で
ある。総合満足度は3.26であり，やや満足のレ
ベルにも達せず低調である。「女性役員の意見
の反映」は，やっぱりにべもない。

そして，クミジョの熱量は下がった
「クミジョの崖」の１つに，クミジョの無力
感がある。せっかく「壁」を超えてクミジョに
なったのに，会議でなかなか意見が通らない。
ダメ出しされたりスルーされることがある。ク
ミダンが少し乗り気に見えても最後は惜しくも
ボツになる。
その意見自体が拙いならば納得できるが，男
性型組織であるがゆえに話が通らない，という
ことなら，クミジョは怒り，悲しみ，やるせな
さに襲われる。何度も続くと無力感に苛まれる。
クミダンたちはよく，結果こそが全て，とのた
まう。それが本当なら，結果が出せない自分が
悪いとすら，思い込まされてしまう。
無力感が昂じると，当然居心地の悪さが高ま
り，やる気など生まれてこない。「クミジョ調
査2019」では，就任時に比べてほとんどのク
ミジョの熱量が下がっていた。
「クミジョ調査2021年」では，コロナ期の前
後でクミジョの熱量を測定した。コロナ前（コ
ロナ期に就任したクミジョは就任時）を100％と
すると，コロナ期の熱量は84.7％に下落した。
しかも，今度は全てのクミジョ集団で低下した
のである。自分たちの意見が受け入れられない
ことや，十分に反映されないから熱量が落下し
た，と短絡的に考えるべきではない。だが，コ
ロナ期はただでさえ下降していくクミジョの熱
量をもっと押し下げる効果があったのは間違い
ない。 （つづく）
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斉藤良夫
人間の疲れとは何か：その心理学的考察―労働者の長期的疲労の研究方法を構築するための検討―
労働科学　2012；88（１）：13-24．

前回は，斉藤良夫氏の２つ目の「疲労」に関
する論文を紹介し1，疲労研究の発展の経緯に
ついても触れてみた。今回も引き続き「疲労」
に関する３つ目の論文を紹介する。

・斉藤良夫
　人間の疲れとは何か：その心理学的考察―労
働者の長期的疲労の研究方法を構築するため
の検討―	 	
労働科学　2012；88（１）：13-24．

前回の記事では，「疲労研究の共同実験2」
が1950年（昭和25年）に学術研究会議・疲労
研究班から発刊された経緯に触れ，その後，疲
労研究は日本産業衛生協会・産業疲労委員会に
継承されたことを説明した。日本産業衛生協会
とは，暉峻義等の呼びかけで1929年（昭和４年）
に設立された学会であり，1972年（昭和47年）
に日本産業衛生学会に改称し，現在では産業医
や保健師など約8,200名が会員となる大規模な
学会である。この学会には29の研究会がある
が，その中で産業疲労研究会は最も歴史を持つ

研究会であり，数多くの成果物を残している。
その中に昭和32年に発刊された「疲労判定の
ための機能検査法」があるが，これは当時，産
業疲労研究会委員長であった桐原葆見（労働科
学研究所：労研）らが中心になってまとめたも
のである。そこで今回の論文を紹介する前に，
この本について触れてみたい。

疲労判定のための機能検査法
産業疲労委員会では，1952年に「産業疲労
検査の方法3」を発刊し，さらに1954年に「疲
労調査法-疲労の自覚症状調査基準4」を発刊
した。前者は疲労測定法であるフリッカー法を
中心とした測定法を標準化したものであり，後
者は疲労の自覚症状の標準化と調査結果を収録
したものとなっている。その後も疲労に関する
様々な機能測定や検査方法が新たに確立される
ようになり，それらを編集したものが「疲労判
定のための機能検査法5」として1957年（昭和
32年）に初版として発刊された。当時は国内の
産業構造が大きく変化しはじめた時期でもあ
り，第１次産業から第２次，第３次産業に移行
するようになり労働環境も多様化した。特に第
３次産業は1950年代半ばから60年代半ばにか
けて，卸売・小売業，不動産業の割合が上昇し，
運輸・通信業も高い割合を占めるようになった
のである6。このような背景もあり，疲労につ
いても新しい観点からの測定法や検査法が必要
になってきた。例えば，静的作業における疲労，
神経的・精神的緊張維持の場合における疲労の
判定法などである。これらの新しい知見と方法
を増補したものが1974年（昭和49年）に発刊
された改訂版7となる（図１参照）。産業疲労と

疲労は生理的・社会的なもの

椎名　和仁

労研アーカイブを読む………88

しいな かずひと
博士（知識科学）
住友電設株式会社　情報通信システム
事業部
Information and Telecommunications 
System Division, Sumitomo Densetsu 
Co., Ltd,
主な論文：
・単著「文系大学生の安全意識調査」『日
本労働科学学会年報』２号．2022年．

・共著「工学系大学生における安全に
関する工学教育の提案」『技術と経済』
652号．2021年．
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は個体の現象のみではなく，社会現象として捉
える必要があり，その機能検査は多くの手法の
結果を結合することによって原因が特定できる
と考えられており，改訂版では，身体的疲労と
精神的疲労を判定できる多くの手法が収録され
ているのが特徴となっている。
この本は産業疲労研究会に特別小員会を設

け，企画から出版までを手掛け，内容について
は専門家によって分担執筆されている（表１参
照）。そして，初版，改訂版ともに桐原葆見，
橋本邦衛，佐藤徳郎，横堀栄，大島正光，太田
垣端一郎が中心となり編集を担当している。
改訂版は，暉峻義等が1925年（大正14年）に

産業疲労を測る指標8を示してから約50年にわ
たる研究の成果物であり，多くの専門家（実務
家を含む）の知識や知恵が蓄積されたものと言
える。

今回紹介する論文の特徴
斉藤は1980年に執筆した記事9で，桐原の産

業心理学者としての業績を称え，疲労研究にお
ける産業心理学の重要性について論考してい
る。このような考えから，今回紹介する論文で
は，ロシアの心理学者レオンチェフa）の活動理
論に基づいて疲労の心理的構造を説明し，人間
の疲れは生活活動への認知現象（モチベーショ
ン減退）とし，長期間にわたって調査する意義
について言及している。以下に要約を紹介して
みたい。

1人間の生活活動と疲れ
我々は日常生活の中で様々な生活活動を行っ
ており，労働活動は職種によって異なる。例え
ば，大きな病院などでは夜勤交代制勤務があり，
看護職と事務職では勤務形態が違ってくる。そ
の一方，休日に関しては一般的な家庭の活動は，
掃除，洗濯，買い物などが挙げられ，その内容
は家庭環境や家族構成によって異なるのであ
る。このように疲労は生活活動や労働活動の過
程で，その活動を通して様々な負荷が継続して

図１　「改訂版 疲労判定のための機能検査法」の表紙と目次
出典：日本産業衛生協会・産業疲労研究会（1974）目次は項目のみを筆者が抜粋
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人体に掛かり，その結果として生ずる現象であ
る。

2疲れの心理的構造と特徴
活動理論では「活動」，「行為」，「操作」の３

つの関係性が重要であり，この理論を用いて人
間の生活活動における心理的構造を説明する。
まず，「活動」とは，目標によって動機づけられ，
目的というモチベーションを維持しながら達成
され，その達成後はこの動機が消滅する。次に
「行為」とは活動を遂行する過程で，いくつか
の目的に従った行為が順次達成されながら全体
的な成就へと向かう。最後の「操作」とは，行
為をどのように実現するかに関する方法のこと

である。この操作的側面を決定するのは目的そ
のものではなく，目的を達成する時に与えられ
る現実の客観的な状況や条件である。これらは
日常的な「疲れ」と関係しており，例えば，目
標を達成できない，期待していた目標に対して
思わしくない結果などが「疲れ」を引き起こす
要因となる。
人間の疲れの現象は動機，欲求，感情，記憶
などのさまざまな心理現象と関連するため，「疲
れ」の特徴には以下のようなものが挙げられる。
この中で最初の５つは，様々な活動を行う上で
疲れの変化に関することであり，後の２つは疲
れの内容に関することである。
⑴疲れは自覚される

表１　分担執筆者名

分担執筆者名　　（敬称略）
労働科学研究所 理事 桐原葆見 群馬大学医学部公衆衛生学教室 助教授 川森正夫
国鉄労働医学研究室 主任研究員 橋本邦衛 〃 児島五郎
防衛庁航空医学実験隊 隊長 大島正光 慶應義塾大学医学部 教授 笹本浩
国立公衆衛生院栄養化学部 技官 佐藤徳郎 気象研究所応用気象研究部 研究室長 神山恵三

〃 〃 福山富太郎 大宮鉄道病院外科 部長 鈴木亀一郎
京都府立医科大学小児科 講師 楠智一 徳島大学医学部 教授 福井忠孝
全国労働衛生協会健康調査部 副部長 石津澄子 東京日立病院眼科 下山順司
国立東京寮養所 技官 長沢誠司 東邦大学医学部生理学教室 教授 朝比奈一男

東邦大学公衆衛生学教室 教授 横堀栄 郵政省医事研究所東京逓信病院
鼻咽喉科 技官 法水正文

国立公衆衛生院生理衛生学部 部長 田多井吉之助 国鉄能率管理研究所 技師 清宮栄一
国立予防衛生研究所化学部 技官 掘内忠郎 三重県立大学医学部 教授 川畑愛浩
日本大学医学部公衆衛生学校室 教授 西川滇八 慶應義塾大学心理学教室 教授 太田垣端一郎
東京慈恵会医科大学杉本生理学
教室 助教授 佐伯镹 〃 〃 金子秀彬

日本大学歯学部生理学教室 教授 栖原六郎 立命館大学文学部心理学科 教授 蓮尾千万人
宇都宮大学学芸学部 教授 鈴木繁 岡山大学医学部公衆衛生学教室 教授 大田原一祥
兵庫県立神戸医科大学 助教授 川上正澄 〃 教授 緒方正名
東邦レーヨン株式会社徳島工場
病院 院長 植西忠信 東邦大学公衆衛生学教室 高松すみ子

日本大学医学部衛生学教室 教授 白石信尚 東京大学教育学部 教授 猪飼道夫
東京慈恵会医科大学杉本生理学
教室 助教授 石田充 東邦大学公衆衛生学教室 石井喜八

出典：日本産業衛生協会産業疲労研究会（1974），pp2-3．分担執筆者名を参考に筆者が作成
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疲れの自覚は，様々な「疲れの微候」への気
づきによってもたらされることが多い。例えば，
集中力の低下による作業ミスなどが挙げられ，
肩凝りや腰痛など身体末梢部位の症状の変化に
も現れてくる。これらは，活動開始直後には気
づくことはないが，活動を継続して行っている
過程で明確に気づくようになる。その気づきが
「活動を中止したくなった」，「休息したくなっ
た」などの疲れの自覚を生むのである。
⑵疲れは抑制される
仕事をしている時に疲れが意識されないこと

がある。例えば，その日のうちに一定の成果を
必ず得たいという目標を設定して，休憩時間も
休まず労働活動に精神を集中して行う時などで
ある。この場合は，成果を必ず得たいという労
働活動への動機がきわめて強く，活動の遂行中
や遂行直後においても疲れの微候は意識されな
いのである。しかし，その活動が期待を上回っ

たり，その逆の場合はなおさら，いつもの仕事
の時より強い疲れを自覚する。
⑶活動の疲れは別の活動への動機を生む
ある活動での疲れは，その次に別の活動を行
いたいという「欲求」を生み，その欲求はその
活動の「動機」に変わる。休息することは，疲
れによって生じる最も一般的な欲求である。休
息とは，基本的には意図的な活動の動機をもた
ない，いまは積極的に何らの活動を行いたくな
いという心理状態である。
⑷活動を行うことによって前の活動による疲れ
は低減・消去される
ある活動による疲れは，通常，その後に別の
活動を自主的に行うことによって，一定程度ま
たは全く自覚されなくなる。次の活動の遂行に
よって前の活動による疲れは低減または消去さ
れる。
⑸疲れは感情を伴うことがある

図２　「疲労：その生理的・心理的・社会的なもの」の表紙と目次
出典：斎藤（1981）
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疲れは，日常の家庭での生活活動の場合，通
常，快・不快の「感情」の変化を伴わない。そ
れらの活動が習慣的なものであって，その目的
や行為を特に明確に意識化しなくても行えるか
らである。しかし，生活活動の種類やその遂行
状況によっては不快な感情を伴う場合があり，
また快適な感情を伴う場合もある。
⑹疲れは体験される自己評価である
人間の疲れには，行う活動，その動機，およ

び活動の成果など，自分自身の存在意義と関係
し，その人の評価が関わっているという特徴が
ある。これについては米国の心理学者バートレ
イも「疲労とは経験される自己評価である」と
述べている10）。
⑺疲れは人間を活動主体から個人に変える
人間は，生活活動を遂行している時は，その

活動の目標に向かって動機付けられているか
ら，その人自身と活動が「心理的に一体化して
いる」と言える。精神的な労働活動を行う場合
は，その労働の目的が高度な知的能力・知識・
技術などを要求する度合いが高ければ，それだ
け高いレベルの心理的一体化がなければ，その
目的の達成は困難となる。

3疲労を長期間調査する意義
これまでの疲労研究では，人間を生体とみな

し人体部位に負荷を掛けた時の変化を「疲労」
と捉えてきたため，調査者の客観的疲労指標と
疲労対象者の自己評価が一致しないことがあっ
た。このため疲労を長期間調査する必要があり，
労働者の労働状況だけではなく生活まで把握し
なければならない。さらに，人間の疲れには生
命現象と生活現象の二面性があるため，これら
の側面を考慮して調査が必要となる。また，長
期間の疲れの調査対象者になることは，自分自
身の疲れを知ることができ，さらには，生活習
慣を見直す機会にもなる。これらの調査結果か
ら職場における疲労の問題点をより深く認識で
きるようになる。

おわりに
労研は1921年（大正10年）に倉敷紡績（クラ

ボウ）の万寿工場内b）に設立され，研究者は暉峻
義等（医学），石川知福（衛生学），八木高次（生
理学）の３名であったが，暉峻は桐原葆見（心
理学）に声を掛け，労研に迎え入れたのである。
現在では医学関係の研究所に心理学者がいるこ
とは珍しくないが，当時は労研に心理学者を加
えたことは暉峻の卓見でもあり，労働するのは
肉体と精神をもつ人間だと考えたからであった
11）。その後，桐原は暉峻と伴に長く労働科学を
支えていくことになり，1951年（昭和26年）か
ら６年間にわたり労研の第３代目所長に就任し
ている。以降，数多くの業績を残しながら
1968年（昭和43年）に75歳で逝去し，暉峻に
ついても1966年（昭和41年）に77歳で逝去し
ている。
「改訂版　疲労判定のための機能検査法」は，
桐原が他界してから６年後の1974年に発刊さ
れるが，序言は桐原の名前で書き示されている
ことから，編集メンバーが桐原の意志を引き継
いだものと考えられる。
これらの研究成果物は，その後も多くの研究
者たちに影響を与え，斉藤もその影響を受けた
一人である。このことは斉藤が1981年（昭和
56年）に出版した「疲労：その生理的・心理的・
社会的なもの12）」からも読み取れる。この本で
は従来の疲労研究の成果を紹介しながら，疲労
現象とは本質的には「心理的なもの」，さらに
は「社会的なもの」として捉えるべきだとし，
具体的な事例を挙げ，長期にわたる調査の重要
性について論じている。この本が斉藤の疲労研
究の原点となり，これまで紹介した３つの論文
などにつながっていると思われる。

今回，３回にわたり斉藤の論文を紹介すると
ともに疲労研究の足跡について触れてみた。ま
た，改訂版の編集メンバーは労研との関りも深
く，出版後も各専門分野で活躍し多くの業績を
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残している。次回，機会があれば，このメンバ
ーがどのように労研と関わり，どのような研究
業績を残したかを紹介してみたいと思う。

注
a）ロシアの心理学者。活動理論は，マルクス主義を基礎に活
動（外部世界に対する人間の能動性）を中核概念に据えた
心理学理論の一つである。  
出所：https://kotobank.jp/（2023/８/13アクセス）

b）万寿工場は後に倉敷工場と改称され1992年に閉鎖され，
現在は，土地を商業施設用地として貸与している。  
出所：https://strainer.jp/companies/617/history（2023/８
/23アクセス）
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国際赤十字組織の誕生

スイス人の実業家，アンリ・デュナン（Henri 

Dunant，1828―1910）は赤十字の父とよばれて
いる。1859年６月，イタリア統一戦争の激戦地，
ソルフェリーノの近くを通りかかると多数の死
傷者（４万人ともいわれる）が悲惨な状態で横
たわっていたため，デュナンは，すぐに町の人々
や通行人達と協力して，放置されていた負傷者
を教会に収容した。
「傷ついた兵士はもはや兵士ではない，人間
である。人間同士としてその尊い生命は救われ
なければならない」との信念のもとに救護活動
にあたった。デュナンは，ジュネーブに戻って
から，1862年11月「ソルフェリーノの思い出」
という本を出版し，戦争犠牲者の悲惨な状況を
語り伝えた。戦争を起こしてはならないこと，
どうしてもそれができないなら，次の事項の必
要性を訴えた。①戦場の負傷者と病人は敵味方
の差別なく救護すること，②そのための救護団
体を平時から各国に組織すること，③この目的
のために国際的な条約を締結しておくこと。こ
の訴えは，ヨーロッパ各国に大きな反響を呼ん

だ。1863年２月にスイスの法律家，医師，軍
人など５人によって，戦争による負傷者を救護
するための常設の国際委員会がジュネーブで作
られた。赤十字国際委員会の前身である「国際
負傷軍人救護常置委員会（通称５人委員会）」が
発足した。５人委員会の呼びかけに応じて同年
10月，ヨーロッパ16ヵ国が参加して最初の国
際会議が開かれ，赤十字の設立を決定した。
この会議で赤十字のマークとして，スイス政
府の協力があったことから，スイス国旗の色を
反転したもの，白地に赤の十字が決められた。
翌1864年８月，ヨーロッパ16ヵ国の外交会議
で最初のジュネーブ条約（いわゆる赤十字条約）
が調印され，ここに国際赤十字組織が正式に誕
生した。

赤十字の標章と赤十字運動

赤十字条約により各国に戦時救護団体が組織
され，平時から相互に連絡を保つ基礎ができた。
多くのイスラム教国は「赤十字はキリスト教を
連想させる」として快しとせず，イスラムの象
徴である三日月を赤くした「赤新月」を使用す
ることが1876年に認められた。また，白地に
赤いひし形を配した「赤いクリスタル」も，第
三の標章として2005年に新たに加えられた。
赤十字運動に連なる一社であることを示す際
に，ひし形の中にその国独自のマークを入れる
ことができる。「赤新月」も「赤いクリスタル」
も赤十字同様，国際法上保護の意味を有してい
る。赤十字の標章は，戦争や紛争などで傷つい
た人々と，その人達を救護する軍の衛生部隊や
赤十字の救護員・施設等を攻撃から守るために

国際赤十字社と日本赤十字社

千葉　百子

ちば ももこ
大原記念労働科学研究所 客員研究員
順天堂大学医学部 客員教授，東京医療
学院大学 非常勤講師，元国際医療福祉
大学薬学部 教授
主な著訳書：
・『病気と健康の世界地図』（訳）丸善，
2009年．

・『がんの世界地図』（訳）丸善，2009年．
・『新簡明衛生公衆衛生』（共著）南山堂，
2015年．
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れ
れ 一十つ る にま

なづ ま
掲げられるもので，戦時に「攻撃してはならな
い」という保護の意味を持っている。国際法上，
その使用は厳格に定められている。民間が運営
するクリニックや医療施設，薬局，救護所など，
医療を意味する目的で使用することは禁止され
ている。
国際赤十字・赤新月運動（通常の赤十字運動）
は，赤十字国際委員会（ICRC），国際赤十字・赤
新月社連盟（IFRC），各国の赤十字社および赤新
月社の３つの機関から構成されている。世界最
大の人道主義団体である「国際赤十字赤新月社
連盟」，英語では「International Federation of Red 
Cross and Red Crescent Societies」，フランス語
では「Fédération internationale des Sociétés de 
la Croix-Rouge et du Croissant-Rouge」である。
世界192の国と地域に赤十字社もしくは赤新月
社，十字でも新月でもない“ダビデの赤盾”を
用いるイスラエルのマーゲン・ダビド公社があ
る（2020年11月現在）。スイスのジュネーヴに
本部があり，14地域事務所があり，63ヵ国に
代表を設置している。赤十字運動の最高決定機
関は赤十字・赤新月国際会議と呼ばれ，この国
際会議は原則として４年ごとに開催される。中
立で独立した組織として1990年に国連総会決
議によって，国連総会の正式なオブザーバーと
しての地位を得ている。

国際赤十字博物館 
（International Red Cross and 

Red Crescent Museum）

国際赤十字赤新月委員会本部はジュネーブの
国連ヨーロッパ事務局の近くにある（写真１）。
この丘の上の本部建物（写真２）の後ろ側に赤
十字博物館の入り口がある。「石になった人」
という９人の等身大の石像がある（写真３）。
入るとすぐにレセプションがあり，入場料を払
うとオーディオガイド（日本語あり）を貸して
くれる。展示場は１フロアだけで，最初に目に
入るのは６枚の傾斜幕に異なった言葉で「生命
の尊厳」が書かれたものである（写真４）。次
に「執筆するアンリ・デュナン像」がある（写
真５）。次にかなりのスペースを割いているの
が紛争地域等で行方不明になった人のリストを

保管している場所である（写真６）。届出のあ
った氏名や年齢，性別等を基にしたもの，家族
が戦士に，または戦士が家族に宛てた郵便物や
電報で，受取人が見つからなかったものなどか

写真１　�ジュネーブにある赤十字赤新月本部
（1991年５月撮影）。この通りの右側に国
連ヨーロッパ事務局がある

写真３　�赤十字博物館の玄関入り口には「石にな
った人」という９人の像がある

写真２　�赤十字赤新月本部正面（この後ろ側に博
物館入口がある）
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ら膨大な目録が作られている。自由に閲覧でき
る。この場所だけでも数十万人もの名前があっ
て，その一人一人の情報がカードに記録され，
保存されている。写真７は当時使われていた救
急箱である。写真８と写真９は筆者が訪問した

1991年と2006年に展示されていたものであ
る。この博物館は1988年に創立された。2013
年にリニューアルされ，現在は最新のオーディ
オ機器などが活用されているということであ
り，また展示物もかなり変更されていると思う
が参考までに示した。写真10はジュネーブの
旧市街の公園にあるアンリ・デュナンの記念碑
である。

写真５　執筆するアンリ・デュナン像

写真７　当時使われていた救急箱

写真９　展示物

写真６　行方不明になった人のリストを保管

写真８　展示物

写真４　�博物館展示物「生命の尊厳」について異
なる言葉で６枚の透明な傾斜幕に書かれ
ているものの一部
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日本赤十字社設立

1877（明治10）年の西南戦争のさなかに熊
本洋学校に設立された「博愛社」という救護団
体が日本赤十字社の前身である。1886（明治
19）年，救護看護婦の養成の場として，東京・
麹町に本社事務所と共に「博愛社病院」が設立
された。
日本政府は1886（明治19）年にジュネーブ
条約に調印・批准し，世界で19番目の赤十字
社として正式に認められた。翌1887（明治20）
年に日本赤十字社（Japanese Red Cross Society）
と改称した。博愛社病院は日本赤十字病院とな
り，現在の名称は日本赤十字社医療センターで
ある。現在は厚生労働省管轄の認可法人である。
初代名誉総裁は小松宮彰仁親王であったが，昭
憲皇太后（明治天皇皇后）以来，歴代皇后が名
誉総裁となっている。
日本赤十字社は全国に91の赤十字病院，47

の地域血液センターを運営している。赤十字病
院は救急医療に関して，第３次医療機関に指定
されている。大事故など，消防で対応しきれな
い大人数の負傷者発生の際には，救援活動を行
っている。血液事業は日本で唯一献血を原料と
する製剤を製造している。
現在，日本赤十字社の本社は東京（港区芝大

門）にあり，全47都道府県に支部が設置されて
いる。各支部では事務局を置いて地域に根ざし
た活動を行い，さらに病院や血液センターなど
の施設を設けて事業を実施している。
写真11は日本赤十字社の入り口である。「日
本赤十字社ビル」の表示が見られる。このビル
の最上階に名誉総裁室がある。玄関を入るとす
ぐの所にアンリ・デュナンの胸像があり（写真
12），「赤十字創始者　アンリ・デュナン」の
説明文が添えられている。写真13は日本赤十
字社の展示室である。２階カフェテリアの壁に
東郷青児画伯による「ソルフェリーノの啓示」
が掲げてあり（写真14），次のように日本語と
英語で記されている。「日本赤十字社創立100
周年を記念する作品の制作を進んで同意され，
自らソルフェリーノへ赴いて想を得たのち，
1977年３月（同画伯逝去の１年前）異色ある大
作を完成された」。（注：日本赤十字社の写真は
2006年に筆者が撮影したものである。）

写真10　�旧市街の公園にあるアンリ・
デュナンの像

写真12　アンリ・デュナン胸像

写真11　日本赤十字社の入口（東京都港区）
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写真15は上野公園（東京都台東区８番）にあ
る「小松宮彰仁親王銅像」である。台東区教育
委員会によるこの銅像の説明文によると，「明
治10年５月，西南戦争の負傷者救護団体とし
て博愛社が創立されるとその総長に就任した。
博愛社が日本赤十字社と改名すると総裁として
赤十字活動の発展に貢献した」などが記されて
いる。この銅像は明治45年に建てられたとも
記載されている。
2006年にジュネーブの博物館売

店で筆者は１冊の英語版写真集（全
165頁）を購入した。書籍のタイトル
は「INTERNATIONL RED CROSS 
AND RED CRESCENT MUSEUM」
で，奥付を見ると初版はフランス語
で1999年に出版され（ISBN 2-88336-

008-1），英語版は2000年に出版され
ている（ISBN 2-88336-010-3）。その第

８章「BETWEEN THE WARS（1919―1939）」の
94～95頁に日本赤十字社の文字の入ったポス
ターの写真が４枚掲載されている（写真16）。
写真内の日本語は写真説明欄に英語で記述され
ている。この頁の最初（94頁）には「1914～
1923年に2,100万人がスペイン風邪の犠牲とな
った。1050万人が飢餓，チフス，その他の感
染症で倒れた」と書かれている。日本赤十字社
のポスターは感染防止のためのエチケットが解
りやすく描かれているので採用されたのであろ
う。

その後のアンリ・デュナン

スイスの銀行に勤務していた時に，フランス
の植民地であるアルジェリアに出張を命じられ
た。1858年にアルジェリアで現地の人々の生
活を助けるための農場と製粉会社の事業を始め
た。水利権の許可が下りず，事業が滞り，借金
が嵩んだ。ナポレオン三世に直談判をしようと，

写真16　�国際赤十字赤新月社発行の写真集に掲載されている日本
赤十字社の文字の見られるポスター

写真14　�東郷青児画伯による「ソルフェリーノの
啓示」

写真13　日本赤十字社の展示室

写真15　上野公園にある小松宮彰仁親王銅像
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ナポレオンのいる地にやってきた。そして悲惨
な戦場，ソルフェリーノの戦場を目にし，慈善
事業に全力を注いだ。会社は倒産し，株主らか
ら裁判所へ訴えられたことで，５人委員会から
は辞職を求められた。辞職後，裁判所から破産
宣告を受けた。1867年，故郷のジュネーブを
去り，約20年間，消息を絶ち，生涯ジュネー
ブには戻らなかった。パリなどでの極貧の生活
の後，スイス東北部のハイデンという山村に現
れた。ハイデンの赤十字社創設に深く関わった。
一人の新聞記者がハイデンにある病院を訪ねて
きた。その時，記者は年老いて身よりもない一
人の老人が赤十字を創ったアンリ・デュナンで

あることを知り，「人類の恩人ともいうべき人
をこのままにしていいのでしょうか」と，新聞
で大きく紹介した。人々は再びデュナンの偉業
を思い出すようになった。そして1901年12月
10日，第一回ノーベル平和賞がデュナンとも
う一人のフランス人博愛家に贈られた。それか
ら９年後，ハイデンの病院で人類の恩人，アン
リ・デュナンは静かに帰天した。デュナンは賞
金の全てをスイスとノルウェーの赤十字社に寄
付する遺言を残していた。ハイデンにアンリ・
デュナン博物館がある。また，彼の誕生日であ
る５月８日は「世界赤十字デー」となっている。
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動く木の彫刻

この展覧会は1978年の６月，神田にあった
「ときわ画廊」での個展の様子です。
常磐橋のたもとの交差点にあった協栄生命ビ

ルの１階がその場所でした。現代美術を中心に
した，若い作家たちに発表の場所として非常に
人気の画廊で，交流の場所でもあり，わたしも
４回ほどこの画廊に作品を並べました。その間
にポリエステル，鉄，紙粘土など次々に素材を
変えて作品をつくってきましたが，木という素
材がわたしの身体的にも感覚的にも合っている
ことを感じて，1976年から2005年頃までムク
の木材を使うようになりました。
木彫といえば，普通はノミで削ってかたちを

つくることを指しますが，わたしはノコギリと
カンナを使って木彫をしようと考えたのです。
板をいろいろなかたちに切って組み合わせよう
と考えたのです。その板にカンナをかけてつる
つるにし，切り込みを入れて組み合わせると，
かたちに変化ができ想像が拡がり始めました。
板でできるかたちをあれこれ想像しているう

ちに，これが動かせたら面白いな，動く仕組み
を考えるのも愉しいと，動くものをどうやって
つくろうかと工夫を始めたのです。板でつくっ
たかたちに車輪をつけて押したり引いたりして
遊んでいました。プロペラをつけてぐるぐる回
るのを見るのも面白い時間でした。どうやって
廻そうか，軸にベアリングをはめ込んだり，工
夫することが愉しく，それも遊びになりました。
樹種を選び，丸太を製材して板をつくり，動

く仕組みに想いめぐらせ，それらをどのように
組み合わせるかと考えるのも非常に面白かった
のです。そうしたことはどうしても技術的な要

素が不可欠になってきます。それがまた非常に
面白くなって，さらに難しいことへ挑戦したく
なり，それが自分のアイデンティティにつなが
るのではないかと思い始めるようになりまし
た。
技術も大切なことだし，技術が芸術と相反す
ることでもありません。むしろ，技術は，もの
と人をつなげる大切な要素です。だけど，技術
は目的ではなくて，目的を引き寄せるための手
段だと思います。
技術的な要素がだんだんと複雑になると，そ
の技術を使ってみたくなります。いつのまにか，
それが目的になってしまい，それは本末転倒で
はないかとも思い始めたのです。
一方，現代美術をめざし，オリジナルを探し，

「つくることの意味」を考えることが原点だと
考えることが，そうした技術ということを疑問
視するようになりました。
にもかかわらず，この頃はしきりに，人とは
違うことをするのがオリジナルだと思っていた
のでしょう。動く彫刻をつくることがわたしの
オリジナリティにもつながるのだと思っていま
した。車輪をつくったり，大きなプロペラが回
ることが愉しくてしようがありませんでした。
彫刻というものは一般的に，じっとそこにあ
り続けて不動な存在ですが，それにあらがって
動かせることが無性に愉しくなりました。しか
し，1970年代，美術の世界も大きく動き，ど
んどん変化をしていました。そういう中で，わ
たしは非常に感覚的で，かたちの面白さをばか
り追いかけていたような気がします。

すがぬま　ろく
彫刻家，「まちてくギャラリー」企画人

表紙写真右奥のテーブルの上に置かれたクルマつきのおもちゃ 
（ときわ画廊（東京・神田），1978年，　撮影：安斎重男）

自由と想像
彫刻に向かって

6

菅沼　緑
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培養されていく芸
かつて五代目中村富十郎（1929
～2011）という名優がいた。屋
号は天王寺屋。父の四代目富十郎
（1908～1960）は東京出身であ
ったが，関西歌舞伎に出演するよ
うになり，関西の大名跡であった
「富十郎」を襲名する。五代目自
身も関西で経験を積んでいった。
二代目中村扇雀のちの四代目坂田
藤十郎（1931～2020）とともに
いわゆる武智歌舞伎に参加するな
どし，人気を博す。その後，関西
歌舞伎の衰退とともに活動の場と
教わる機会を求めながら試行錯誤
の日々を過ごし，1957年（昭和32
年）からは菊五郎劇団に属し二代
目尾上松緑（1913～1989）のもと
で学んだ。五代目富十郎が六代目
尾上菊五郎（1885～1949）の芸に
対して抱いた想い，自身の芸に対
する考えは，NHKアーカイブス
『あの人に会いたい File No.302』
で公開されている動画からも知る
ことができる。五代目として襲名
したのは1964年（昭和39年）。襲
名披露狂言が女方の舞踊『娘道成
寺』，豪快な立役である『ひらが
な盛衰記』の「逆櫓」の樋口次郎
兼光であったことは，この人の芸
域の広さと確かさを象徴してい
る。舞踊の名手でもあった。四代
目中村雀右衛門（1920～2012）
との『二人椀久』をはじめ，語り
継がれる名舞台がいくつもある。
五代目富十郎は，人生の中で幾
人もの先輩たちから教わり，昭和
初期の名優たちが得意としてきた

芸を学び，身体化していった。同
時期に生きていなくとも，先輩た
ちを介してその芸を受け継ぎ，伝
統芸能としての歌舞伎を体現した
人でもあった。芸の本質を見極め，
芸が求めてくる技を理解し，舞台
に上がるたびに得られる気づきを
自分の芸に還元し続けていった。
1994年（平成６年），重要無形

文化財保持者（人間国宝）。歌舞
伎座が建て替えのために閉場中で
あった2011年（平成23年）１月３
日，直腸がんで逝去。この月は新
橋演舞場で『三番叟』の翁を演じ
る予定であった。
「役者は一生涯，死ぬまでが修
業。これでよいってことはありま
せんのでね。毎日，毎日が舞台。
昨日うまくいって今日もうまくい
くっていう保証は何もございませ
ん。毎日初日のようなつもりでや
らなければならない」眼には情熱
と冷静が，微笑みには芸を愛する
心が，顔つきには歌舞伎俳優とし
ての歴史と魂が刻まれていた。

鎮められる想い～静と知盛
五代目富十郎が生涯を通して追

求し続けた作品のひとつに舞踊
『船弁慶』がある。
歌舞伎では，題名に書かれてあ

る人物が主人公でないことがしば
しば起こる。『義経千本桜』がそ
の代表例といえる。俳優の誰かが
「義経のために迷惑した人たちの
話である」と表現していたが，言
い得て妙である。『船弁慶』も同
じく，弁慶が登場するが主人公で

はない。構成が２つに分かれ，前
半では静御前，後半では平知盛の
霊が主人公となり，この二役を同
じ俳優が演じる。属する集団，置
かれる立場，性別，義経への想い
が相反する役の演じ分け，踊り分
けが求められる。鬘（かつら），衣
装，化粧，小道具で外見の違いは
示せても，役の心情をしっかり表
現しなければならない。静と動，
それぞれの保持と切り替え，その
間と速さ，そして身体のあらゆる
部位の角度・向きによって生まれ
る形，そのズレができに影響する
ことは，舞踊に詳しくない観客に
もわかってしまう恐ろしい狂言で
ある。１時間ほどの出番は集中し
続けなければならない。
前半は，逃避行を続ける源義経

一行が登場する。弁慶は，静御前
をこのまま随行させることに反対
する。静御前を都に帰すことを決
める義経。静御前は義経との別れ
を前に恋しさと苦しさを抱いて舞
う。後半では，平知盛の怨霊が登
場する。化粧，長刀による動き，
体全体から怨念があふれ出る。平
知盛は平清盛の四男で，壇ノ浦で
入水した。その場面は『義経千本
桜』の「渡海屋」「大物浦」で描
かれる。入水場面では大きな碇を
背負うことから，「碇知盛」と呼
ばれる人気狂言である。『船弁慶』
での知盛は怨霊となって義経に襲
い掛かり，弁慶による数珠と祈り
によって鎮められる。知盛の怨霊
は俳優の肉体を借りて大きく激し
く荒ぶり威圧する。

歌舞伎で生きる人たち　その廿̶芽吹く若葉
湯淺　晶子
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『船弁慶』は，頻繁に上演され
る作品ではない。しかしながら，
限りある機会ごとに大事に演じて
きた俳優たちがいる。六代目中村
勘九郎（1981～）は襲名披露狂言
の一つに選び，十八代目中村勘三
郎（1955～2021）の棺には静御前
の衣装が掛けられていた。

大いなる愛
2023年２月，歌舞伎座（東京・
中央区）興行において『船弁慶』が
「五世中村富十郎十三回忌追善狂
言」として選ばれた。演じたのは，
子息の初代中村鷹之資（1999～）。
２歳で初舞台，６歳から鷹之資を
名乗る。父をなくしたのは10歳。
通常，師匠でもある父を早くに失

うとその後の芸の上での苦労が増
すとされるが，鷹之資は先達たち
からのサポートを得て成長してき
た。五代目富十郎が遺した財産は，
その芸，芸との向き合い方と道し
るべ，人とのつながり，家族であ
ろう。父は，歳を重ねてから得た
息子と一緒にいられる年月を踏ま
えた上で，育んでいたのだろうか。
鷹之資の本名は「大」。大ちゃん
は大人になり，歌舞伎俳優として
芽を出し人々に見いだされ始めて
いる。芸の修業は始まったばかり。
勉強会である『翔之會』を続けて
きた。本興行ではなかなか演じる
ことのできない役を自分で企画し
てやるのが若手歌舞伎俳優の勉強
会である。2022年７月の第七回
で『船弁慶』を披露した。その成
果があったからこその歌舞伎座で
の追善狂言である。五代目富十郎
の舞台を観たことがある人はその
記憶を呼び起こし，この若き歌舞
伎俳優から芸への礼節を感じ取
り，役の性根を限りなく的確に理
解し表現しようとする姿に胸を熱
くした。精一杯に取り組んだ今回
の『船弁慶』から，これから先に
どこまで深めていくのか，いける
のか。その極みまでの長き過程を，
観客のひとりとして見続けたい。
2023年７月，新橋演舞場（東京・

港区）で上演された『新作歌舞伎 
刀剣乱舞　月刀剣縁桐』で同田貫
正国と松永久直の二役を務めた。
同田貫は，これまでゲームや舞台
から培われたキャラクター設定と
人気がある。舞踊のうまさは同田

貫のカッコよさを強調するのに効
果を発揮し，説得力のある同田貫
を描ききった。久直の場面のひと
つは義太夫狂言として設定され，
難易度が高くはあったが果敢に挑
戦した。しっかり稽古を重ね，義
太夫狂言を担えるひとりになって
いくだろう。
第八回翔之會は，10月６日（金），

浅草公会堂（東京・台東区）で催さ
れる。今回は，『矢の根』『二人椀久』
が予定されている。この若き歌舞
伎俳優をひたすらに推したい。

主な参考文献
1『かぶき手帖 2023年版』公益財団法
人日本俳優協会・松竹株式会社・一般
社団法人伝統歌舞伎保存会編集・発行，
2023年１月

2『二月大歌舞伎 筋書』松竹株式会社発
行，令和５年２月

3『新作歌舞伎　刀剣乱舞　月刀剣縁桐 
筋書』松竹株式会社発行，令和５年７
月

4「歌舞伎 on the Web」－「歌舞伎演目案
内」―「船弁慶」  
https://enmokudb.kabuki .ne. jp/
repertoire/1049/?tab=home

5「歌舞伎 on the Web」－「歌舞伎俳優名
鑑」―「想い出の歌舞伎俳優」－「中村富
十郎（五代目）」  
h t tps ://meikandb.kabuki .ne . jp/
actor/220/

6「NHKアーカイブス」―「あの人に会い
たい」―「中村富十郎」 
https://www2.nhk.or.jp/archives/artic
les/?id=D0009250302_00000&ref=se
arch

7「天王寺屋友の會」公式サイト  
https://www.tennoujiya.com/

ゆあさ あきこ
東京女子医科大学看護学部 講師
大原記念労働科学研究所　特別研究員

新歌舞伎十八番の内　船弁慶
作者　河竹黙阿弥

出演　初代中村鷹之資

写真　�舞台『船弁慶』で知盛の霊
を演じる中村鷹之資（2023
年２月，歌舞伎座）©松竹
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生きゆくは
もまれては己が未熟さに気づき，渇望の健や

かさは何処，と訪ねゆく。自省に身を正し自分
を見つめ直しては，独りよがりの身勝手さに気
付かされる。そのたびの自省に，自戒満載らし
い恥らいが，わが身を揺さぶる。
己が能力不足に気付いては努力課題としてき

た筈が，今でも無知な迷いに囚われたままであ
る。それでも何時かは素養不足を補おうと，相
応の力量醸成へ意欲を潜ませていた。その筈が，
安易な取り組みで認識をかげらせて今の貧につ
ながらせている。って，いつもの安易な自戒で，
明け方に目が覚めた。
これまでは，自己鍛錬を拝受する機会には十

分巡り会えていた。その筈で，現状を幾らか冷
静に受け止める生き方に繋がらせていた筈であ
る。その努力加減への自己評価は甘いが，それ
らしさを己が履歴に留めていた筈でもあった。
これを悔いて前向きの生き方ともなれば，それ
満載の終焉となる筈であった。が，嘆かわしい
生き様が，いまだに。
その勝手さ加減でも不足には気付き，可能な

修正を意識してきたつもりでいた。が，生来の
素養不足では修正への努力さえも軽薄なまま，
無為な日々となっていた。それへの遅い気付き
から，新たに有意な生き方で有終の美を，とは
不誠実なまま，と自戒ばかり。

気付く
こころを込めたつもりの自助努力で，自戒に

活かそうとは貧への穴埋めのつもり。それへの
気付きは，軽薄さを宙に迷わせるばかり。これ
では，仮想の潜在能力さえ不磨のままで，惰性
な生き方となり兼ねない。無理な言い訳で自己
研鑽を鈍らせてはならない。ここでは来歴普遍
の教訓にならい，自分の生き方を少しは実のあ
る生活域に，と願った。それが意義なし，とな
らないように心しても，有終への展望はいまだ
闇をさ迷うばかり。
その努力とは，「貧にまみれ易い心身のあり

方を，自助努力で有益域に戻す」にある。これ
は日常の行にある。そこでは，人間性の何たる
かを問い続け，己が貧の深さに気付いては命の
限り修正を心している。それが達成されるか，
励みに心を砕いているつもりだが。
自分の気付きに取り組む積年の汗顔には，労
働科学を支える人生哲学の戒めが潜んでいる。
その重み故に，勝手な自尊心への自戒には，故
桐原葆見先生からの温かな説諭なしでは気付き
得なかった。幾重もの感謝と納得づくのすべて
が，かの説諭ゆえ，と因果の諭しを有り難く味
わわせて頂いている。
その故か，状況を乗り越え得る冷静さが少し

は身についてきていようか。その余裕を支えに，
現状を維持しているつもりでいる。いまだに自
信の程は不明ながら年の功らしさを幾らかは表
出していまいか。とは，自画自賛。それでも，
人間性の未熟さ加減は自己研鑽への未熟さゆ
え，と再生には力が入る。
これらの悩みが，不安な気付きの中でうごめ
いている。花を咲かせるのに無縁な高齢者でも
有意な巡り会いで，人間性を少しは補い得てい
ようか。熟知の筈の仮装を払拭し切れないで，
幕引きまでに修正が可能かどうか。成果なしで
は，かの亡友に倣った有終の美には程遠くなる。
凡愚なりの執着には決別を，のつもりでも，今
までの不足分を補充するなど容易ではない。が，

きもつき　くにのり
大原記念労働科学研究所　客員研究員

凡なりに
肝付　邦憲
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続けるが残された道だ。

未熟なゆえに
己が人間性への懸念を払拭し得ない限り，不

快な立ち居振る舞いは収まるまい。通常の言動
が自然の習いに，と努めてはいても，そこには
共生きを当たり前とする普段の習いがある。そ
の分をわきまえたつもりの知恵に言動が，健全
化されているであろうか。
この懸念の払拭には，虚飾への執着を和らげ

る言動に，調和あるそれらの深化が不可欠だ。
言動に納得が満ちゆけば，真意は自ずと伝わり
易くなろう。が，その度量の軽重さには，己が

努力の質量が影響していよう。
共生きで得た筈の良識と雅量が，状況に応じ

た温かみの発露となり得ていようか。それに，
重層的な触れ合いで洗練されたはずの優雅さ
を，漂わせえていようか。自分の分を弁えた積
りの思慮深さに，良識らしさを重複させえてま
で。そこでの言動には，親しみに和らいだ雰囲
気までが，満ち満ちてか。
あるがままに衆知からの稀有な英知が，溢れ

出る可能性とて秘めていようか。加えて，賢人
の知恵に感銘を受けていた影の賢人方が温かな
忠言を投げ掛けてくるやもしれない。それを己
が許容範囲に留め置く度量とて，老いし才には
暗に求められよう。良識ある永年の共生き，そ

こには緩やかで暗黙の了解に有益な度量が，年
の功となって心豊かに漂っていようから。これ
らの度量は近隣周辺への心配りを高め，同意形
成への醸成にも志向は深まり得よう。それにつ
れて自省もより厳しくなり，どれ程に自分を支
えうる可能な限りの冷静さが，保持され得てい
るのか。後々の精進へ向けての励みとして。

次第に
年輪に咲くはずの良識が満ちゆけば，衆知は
納得ある和みの雰囲気に留まり得よう。それで
も，自意識の発する共感志向には，次第に自己
凝視への示唆となるやも知れない。そこでは良
識ある衆知から，自意識の貧な側面を暗に諭さ
れる可能性も秘めてもいよう。
自戒ある冷静な自己評価には，積年のもつ寛
容さで，切磋琢磨の可能性も滲ませていよう。
共生きには，良識ある民であるほどに，緩やか
な許容範囲に衆知をとどめ置く雅量とて，醸成
され得ていようから。それらの言質・言動に触
れるほどに，良識の共有範囲は広まり，自ずと
重層化されてこよう。
ただ，このような生活には，良識ある衆知の
輪から独り距離を置く可能性も秘めていそう
だ。自己意識が高まれば，次第に自分の能力限
界にも気付き易かろうから。主演の筈の生活に
も，良識ある衆知からの自己照射にも，それら
示唆からの感受性さえも高め得ていよう。それ
らの言動を潤す寛容さには，人の和を円滑に纏
めうる力量も秘められていよう。良識ある，共
生きの緩やかな許容範囲には，多様な当事者方
をとどめ置く冷静で暖かな思いやりとて，滲み
出ていようから。

前向きに
その範囲は緩やかであるだけに，人間らしい
熟慮の内容にも，またその真意にも，豊かな良
識は漂っていよう。その可能性は，冷静げな自
己凝視と，それらへの反芻に熟考を習いとする
生活が用意されていようから。
必然な加齢を忘れ，気取った自己欺瞞の構え
は空疎。地を這う体験での有益な知恵の蓄積に
有用こそが大事。これが自戒の要。

巡
り
会
ふ

　命
輝
く
絆
と
て

　

　
　
　
　結
ひ
せ
し
ま
ま
に

　彼
我
ぞ
越
へ
往
く

（369 ）



50 労働の科学　78巻６号　2023年

ブックスブックス

本書は昭和25年に発刊して以
来，３年に一度改訂を重ね続けて
いる経済書である。編集者は経済
学者の大守隆氏であり，各章は著
名な専門家によって執筆されてい
る。著者らによると日本は欧米諸
国で今後直面する課題を先行的に
体験しているという。よって日本
経済の使命は，少子高齢化への対
処法，健全かつ柔軟な経済システ
ムの構築，日本の伝統的なライフ
スタイルを現在社会に適用し地球
環境問題の解決に貢献することで
ある。本書は日本経済の歩みを振
り返りつつ，過去や現在の様々な
政策（金融・財政政策，産業・エ
ネルギー政策など）が幅広く理解
できる構成となっている。そこで
要約を紹介してみたい。
日本は明治政府のもとで殖産興
業政策を進め工業国となり，第二
次世界大戦では大きな損害を被っ
たが，高度経済成長から1956年
に先進国の仲間入りを果たした。
そして1989年には先進国に追い
つき，世界の銀行の総資産額では
八位まで日本の銀行が占め，海外
の有名なビルやホテルなどを日本
企業が買収するようになった。し
かし，1990年に入ると資産価格
の下落と不良債権の増加が金融機
関の弱体化を招き，さらには
1997年にアジア通貨危機，消費
税値上げの影響で日本経済は危機
的な状況に陥ったことで，大手の
金融機関や不動産会社が相次いで
倒産した。2000年になるとデジ
タルカメラや薄型液晶テレビが景

気を牽引したが，大きな改善は見
えず，一方で非正規雇用が増加し
所得格差が拡大する中，2008年
の米国で起こったリーマンショッ
クが日本にも波及した。2011年
頃にようやく景気回復の兆しは見
えたが，東日本大震災が発生し，
さらに原子力発電の事故と重なり
再び経済は悪化した。2012年の
アベノミクス経済政策では三本の
矢（金融政策，財政政策，成長戦
略）が講じて円安と株価上昇から
失業率は改善されたが，2020年
に発生した世界的なパンデミック
によって日本経済も損害を被っ
た。当初は２年でできるとされて
いたデフレ（物価水準の継続的な
下落）脱却の目標は未だに達成さ
れていないが，2023年の賃上げ
に伴う物価上昇から脱却が期待さ
れている。
しかしながら日本には優れた３

つの側面がある。それは，先進的
な素材や環境関連技術，洗練され
た文化（食文化，伝統工芸，アニ
メなど），低い医療費と教育水準
が高い人材が挙げられ，他国と比
較すると高齢のわりには就労意欲
が高く，この強みを活かせば，ま
だまだ経済が成長する要素はあ
る。今後日本が取り組むべき重要
課題は，新しい分野に挑戦する力，
労働市場の流動性，行政間同士の
連携（特に環境政策とエネルギー
政策）が鍵となる。さらに最近で
は危機管理として防衛費の増額に
対する理解が必要となっている。
最終章（第15章日本経済の再

生に向けて）は，大原記念労働科
学研究（労研）の濱野潤理事長が
執筆者であり，参考文献として労
研が調査した「働き方の未来を
50人が読む（2021）」が記載され
ている。日本経済の一連の流れを
知る上で貴重な本であり，手元に
置いておきたい１冊として紹介す
る。

日本の経済を知ろう！
椎名　和仁

日本経済読本
［第22版］
大守　隆 編著

しいな　かずひと
住友電設株式会社
情報通信システム事業部

大守　隆　編著
東洋経済新報社，2021年12月，   
A５判，386頁，2,640円（税込み）
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本書は，日本労働科学学会の有
志による「DXと働き方―人的資
本と企業価値創造―」研究会での
議論をもとに，第二次世界大戦後
から現在までの資本主義の潮流の
中で，特に労働科学の分野で取り
扱ってきた諸問題（従業員エン
ゲージメント，業務効率性，職場
安全性，従業員ケアなど）につい
て，経営学の分野からアプローチ
を試みた意欲作である。
ハーバード大学の社会学者エズ
ラ・F・ヴォーゲルの『Japan As 
Number One : Lessons for America』
などにも述べられたように，戦後
から1980年代後半まで世界中の
注目の的となっていた日本的経営
は，1990年のバブル崩壊以降メ
インバンク制や終身雇用制の問題
点が明らかとなり，否定されるか
のようになった。また，日本企業
の株価低迷によって海外投資家の
株式保有割合が増大したことによ
り，彼らの望むコーポレート・ガ
バナンスを実践するよう迫られる
こととなった。とりわけ彼らの望
む株主価値経営は，給料などの人
件費をコストと考え，そのコスト
を削減することにより，ROEの
向上を目指すものであり，従来の
日本的経営や価値観とは相容れな
いものであった。
一方で，ハーバード・ビジネス・
スクールのマイケル・ポーター教
授他は，2008年に起きたリーマ
ン・ショックの反省から，企業や
株主価値と社会的価値とを共有す
る「共通価値創造」という新しい

概念を提唱した。また，2019年
にはアメリカの主要企業の経営者
団体であるビジネス・ラウンド
テーブルも，「株主第一主義」を
見直し，従業員や地域社会などの
ステークホルダーの利益を尊重し
た企業経営に取り組むと宣言し
た。
これらは，株価上昇や配当増加

など投資家の利益を優先してきた
欧米型資本主義にとって大きな転
換点となり，海外投資家の考え方
や日本企業の経営にも影響を与
え，人件費をコストではなく人的
資本と捉える動きを生み出した。
2021年の岸田政権による新し

い資本主義の提起は，この流れを
くむものと言えるであろう。
本書は，このような世界的な動

向を踏まえて発刊されたもので，
第１部「DX時代における人的資
本投資と価値創造」，第２部「DX
時代における働き方の特徴と課
題」，第３部「統合報告書と価値
創造ストーリー」，そして第４部
「「新しい資本主義」とこれからの
企業と働き方」の４部11章すべ
てにおいて人的資本の観点から，
DX（デジタルトランスフォーメー
ション）時代における働き方や働
き手のリスキリング（学び直し）
について，さらに行き過ぎた効率
性の追求がもたらした過労死や格
差等社会問題についても議論され
ている。
今後，企業は社会の変化やニー

ズを捉え，社会課題の解決に貢献
するビジネスを展開し，６つの資

本（財務資本，製造資本，知的資
本，人的資本，社会・関係資本，
自然資本）の戦略的活用・増大に
よって新たな価値を創造すること
が不可欠となってくる。 これら
の資本の毀損はビジネスのリスク
となり，維持・増強することは企
業発展の機会となる。
本書の示したDXと人的資本に

関する新潮流が，人的資本の高度
化をもたらし，企業価値を高める
一助となることを信じてやまな
い。

理論的に言及しながら，事例を用いて分析
鵜崎　清貴

DXと人的資本
境　陸，鳥居　陽介，徐　玉琴　編著

うざき きよたか
中村学園大学 特命教授
大分大学名誉教授

境 陸，鳥居　陽介，徐 玉琴　編著
税務経理協会，2023年４月，A５判， 
176頁，2,530円（税込み）
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安全、健康、作業条件改善のための
実際的で実施しやすい対策

CHECKPOINTS

チェックポイント

第２版

ERGONOMIC

　広く普及した『人間工学チェックポイント』を全面改定した本書は、作業関連災害と疾
病の予防と、安全、健康、作業条件の改善に役立てるために編集されました。
　さまざまな作業場の条件チェックに応用してきた産業現場の豊富な経験に基づいて、第
2版では新項目も加えて読みやすく改定し、カラー刷りの挿し絵に組み替えているのが大
きな特徴です。
　広範囲の現場状況について応用できる実際的で低コストの人間工学改善策を 132 項目に
分けて、次の領域別に解説しています。

人間工学チェックポイント
第２版

　■　資材保管と取り扱い　
　■　手もち工具
　■　機械の安全
　■　ワークステーションの設計
　■　照　明
　■　構内整備
　■　有害物質・有害要因対策
　■　福利厚生施設
　■　作業組織

　挿し絵つきの各チェックポイントは、とるべきアクションを示していて、‶なぜ"必要で、
‶どのように"実行すべきかを述べています。また、‶追加のヒント"と‶記憶ポイント"も示
します。このマニュアルの全項目を集めたチェックリストが示してありますが、ユーザー
はこのチェックリストの項目を選んで、それぞれの作業場点検にたやすく応用できます。
　本書は、作業場改善にかかわるすべての人のためにつくられました。経営者、管理監督
者、労働者、監督官、安全保健担当者、トレーナーと教育者、事業支援サービス従事者、
技術者、人間工学専門家、設計者に役立ちます。
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看護実践能力向上に不可欠な主要因子の探求： 
テキストマイニングによる臨床経験5 年未満の看護師の記述文の解析から 

今井多樹子，高瀬美由紀，中吉陽子，川元美津子，山本久美子

看護実践能力向上に不可欠な主要因子を明らかにする目的で，看護師522名に無記名の自記式質問紙を配布し，
記述文で回答を求めた。253名の回答者から臨床経験が５年未満の看護師71名を抽出し，テキストマイニングで分
析した。結果，言及頻度が高かった主要語は『職場環境』『向上心』『知識』『意欲』『能力』『経験』『患者』『コミュ
ニケーション』などで，構成概念として【学習意欲に寄与する医療チーム内の教育・指導体制】【知識・技術力】【研
修参加機会と人間関係を基盤とした職場環境】【自己の学習に寄与する先輩看護師の存在】【主体的な行動力】が判明
した。看護実践能力向上においては，養育的な職場環境因子を軸に，個人因子と，自分以外の他者による支援因子が
上手く噛み合うことの重要性が示唆された。（図２，表３）  （自抄）

昼寝椅子における短時間仮眠が睡眠の質，パフォーマンス，眠気に及ぼす影響 
小山秀紀，鈴木一弥，茂木伸之，斉藤　進，酒井一博

本研究では昼寝を想定した椅子での短時間仮眠が睡眠の質，パフォーマンス，眠気に及ぼす影響を調べた。仮眠は
昼食後の20分間とし，ベッドでの仮眠を比較対照とした。測定項目は睡眠ポリグラフ，パフォーマンス（選択反応
課題，論理課題），精神的作業負担とした。分析対象は夜間睡眠統制に成功した６名（20.8 ± 1.6歳）であった。
ベッド条件に比べ，椅子条件では中途覚醒数が有意に多く（p < 0.05），徐波睡眠が少ない傾向にあった。両条件
で仮眠後に眠気スコアは有意に低下した（p < 0.001）。パフォーマンスは条件間で有意差はなかった。昼寝椅子に
おける短時間仮眠は睡眠が深くなりにくく，ベッドとほぼ同様の眠気の軽減効果が得られることが示された。（図５，
表８） （自抄）

B5判  年6回刊　95巻2号  定価（本体1,454円＋税）　 年間購読料9,000円（税込，送料不要）
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看現場作業者のGHS絵表示の理解度と文字情報の確認行動 
高橋明子，島田行恭，佐藤嘉彦

化学物質を取り扱う職場で働く現場作業者を対象に，GHS絵表示の示す危険有害性の理解度と文字情報の確認を
促進する要因を検討した。シンボルが単純で危険有害性の性質を表す絵表示は理解度が高かったが，全体的に理解度
は非常に低く，他の絵表示と混同されるものや一般的なイメージと一致せず理解度の低いものも見られた。また，文
字情報の確認行動には絵表示に関する知識や学習経験，絵表示の付いた化学物質に対するリスク認知，絵表示の示す
危険有害性の想像しやすさが関連した。文字情報の確認行動を高めるには，教育訓練においてGHS絵表示が一定の
危険有害性を示すことを強調し，リスク認知を高めることが有効と考えられた。（図１，表７） （自抄）

簡易型シミュレーターによる競争場面を用いた 
若年運転者における攻撃行動の実験的研究 

今井靖雄，蓮花一己

本研究では，テレビゲームを用いて，運転場面における感情と生理反応の攻撃行動への影響を検証した。実験参加
者は，16名の若年群と15名の中年群であった。実験参加者は，カーレースゲームをプレイし，普段の運転やゲーム
に関する質問紙に回答した。ゲーム中の攻撃行動とゲーム中の生理指標が測定された。重回帰分析を行った結果，若
年群の攻撃行動は，主観的欲求不満感情と複数の生理反応が有意になったものの，中年群の攻撃行動は欲求不満感情
も生理反応も影響を及ぼしていなかった。（図２，表７） （自抄）

B5判  年6回刊　95巻3号  定価（本体1,454円＋税）　 年間購読料9,000円（税込，送料不要）
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高齢者介護施設における介護職の離職要因の実態: 
Healthy Work Organization の概念モデルを用いた質的研究 

富永真己，中西三春

Healthy Work Organization（HWO）の概念モデルを踏まえ，介護老人福祉施設の介護職の離職要因の実態解
明を目的に，施設のユニットリーダー計14名への半構造化面接による質的研究を実施した。逐語録から離職に関わ
る記述をコードとして抽出し質的帰納的に分析した。抽出された62コード23サブカテゴリーから成る３カテゴリー
のうち，［介護業務の特殊性］はHWOモデルの「作業・職業特性」，［労務・人事管理の未確立］と［組織の方針と
体制の未整備］は「組織特性」に該当していた。介護人材の離職対策において，作業・職業特性と背景にある組織特
性の実態が明らかとなり，その取り組みの必要性が示唆された。（図２，表２） （自抄）
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「児科雑誌」に発表された仮称所謂脳膜炎（鉛毒性脳症）に関する研究の足跡（14） 
1936年から第二次世界大戦終期1944年まで（第１報）

堀口俊一，寺本敬子，西尾久英，林　千代
1936年から1944年にかけて，「児科雑誌」（Acta Paediatrica Japonica） 428号〜437号までと，ここか

ら巻号制に変更され，続く43巻１号〜49巻２号までに発表された乳児鉛脳症の研究について検討した。今回は17
編の論文を取り上げ，これらの論文は内容に基づいて分類し，総説２編，統計４編，症例11編，計17編について考
察した。

東大寺大仏の金メッキに伴う水銀中毒の可能性 
（リスクアセスメント手法による検討）

金原清之
奈良・東大寺の廬舎那仏像（いわゆる奈良・大仏）は，鋳了後，５か年を要して金メッキが施された。このメッキ

法は，金アマルガムを鋳造像の表面に塗り，これを加熱して水銀を蒸発させ，表面に金を残す「アマルガム法」であ
った。

このとき蒸発させた水銀蒸気により，多数の職人が水銀中毒にり患したと言われている。しかしながら，中毒が発
生したとする根拠は明らかにされていない。

そこで，本報告では，金メッキ作業従事者の水銀中毒発生の可能性をリスクアセスメントにおけるリスク評価の方
法を用いて検討した。

その結果，作業は危険な状況で，多数の作業者が中毒したと判断された。

日勤労働者男女２名における日常飲酒が睡眠に及ぼす影響
豊田彩織，木暮貴政

研究内容を説明し同意を得た２名の自宅にシート型体振動計を設置して，それぞれ43夜，37夜の睡眠を客観的に
測定し，総就床時間，睡眠時間，就床・起床時刻を含む８項目の睡眠変数と，活動量，呼吸数，心拍数を評価に用い
た。自記式の記録から就床時の血中アルコール濃度推定値を算出し，各評価項目について，飲酒有無条件間の差と就
床時の血中アルコール濃度推定値との相関を統計学的に検討した。２名に共通して呼吸数と心拍数の終夜平均値が飲
酒により上昇し，就床時刻の後退と終夜の中途覚醒時間の増加が各々に認められた。無統制環境下においても数十夜
の測定により，飲酒が睡眠に及ぼす影響を評価できることが示唆された。

B5判  年6回刊　95巻5・6号  定価（本体1,454円＋税）　 年間購読料9,000円（税込，送料不要）
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電動ベッドによる入眠後の自動背下げが睡眠に及ぼす影響
椎野俊秀，木暮貴政，土屋みなみ，大場拓己，横山道央

20〜26歳の計12名（男性６名，女性６名）を対象に，自動背下げ条件と水平条件での睡眠状態を主観評価およ
びシート型体振動計（SBV：眠りSCAN®）により比較した。前者条件では，上半身（ベッドの背角度）を10度起
こして就寝し，SBVが20分連続で睡眠を測定した後に間欠的な背下げ動作を水平になるまで行った。評価は対象者
感で評価順序のカウンターバランスを取り２日間連続で行った。睡眠感およびSBVによる客観的睡眠評価，起床時
の肩と腰の具合，睡眠中の姿勢と寝返り回数および寝返りのしやすさ，ベッドの動作感覚により評価したが，有意差
が認められた項目はなく，本研究で行った背下げ動作の睡眠に及ぼす影響はほとんどなかったことが示唆された。

B5判  年6回刊　96巻1・2号  定価（本体1,454円＋税）　 年間購読料9,000円（税込，送料不要）
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婦人科がんを抱えた就労者における離職 
およびQOLの関連要因

木全明子，伊藤慎也，落合亮太，眞茅みゆき

本研究の目的は，婦人科がんサバイバーの就労問題，離職に関連する要因，および就労問題が就労者のQuality of 
lifeに及ぼす影響を明らかにすることである。18歳以上の婦人科がんサバイバー136名に対して横断的質問紙調査
を実施した。就労群と離職群を対象に多変量ロジスティック回帰分析を行った結果，離職関連要因は，進行がん，全
身状態不良，末梢神経障害，嘔吐による就労への支障，既婚が統計学的に有意な変数であった。線形回帰分析の結果，
就労群のQuality of lifeに関連する要因として，高いソーシャル・サポー卜，高いセルフマネジメント，高い自己効
力感はQuality of lifeを高めることが示された。 （自抄）

B5判  年3回刊　96巻3・4号  定価1,600円（税込）　 年間購読料4,500円（税込，送料不要）
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シルバー人材センターにおける重篤事故の発生状況： 
10年間の全国データによる検討

森下久美，松山玲子，渡辺修一郎，中村桃美，石橋智昭

本研究では，全国のシルバー人材センターにおける2009年〜2018年度に発生した重篤事故の発生状況・要因
を整理した。その結果，就業中の事故では，男性75歳以上層，長期在籍層，「技能群」従事者で事故発生率が高く，
約６割の事故が「保護具，服装の欠陥」に起因するものであった。就業途上の事故では，女性，高齢層，長期在籍層
で事故発生率が高く，多くは第三者が関与する交通事故であり，「環境的要因」に起因するものであった。今後，シ
ルバー人材センターでは，後期高齢層のさらなる増加が見込まれることから，体カチェックなど健康度の把握および
自転車を含む車両による通勤の制限等の被災リスク管理が求められるだろう。

B5判  年3回刊　96巻5・6号  定価1,600円（税込）　 年間購読料4,500円（税込，送料不要）
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介護保険サービス利用者の生きがい就業における金銭的対価の意義
永井邦明，原田瞬，川㟢一平，住川佳南枝，森本誠司，小川敬之，小川芳徳

本研究は，生きがい就業における金銭的対価が，介護保険サービス利用者の生きがいにどのように寄与しているか
を調査したものである。研究の結果，金銭的対価は，「対象となる活動を『仕事』であると認識する」「自信と責任を
持って活動を行う」「良いストレスを得る」「主体的な試行錯誤によって得た釦識や技術を継承する」「生活行為の範
囲を拡大する」「自己の行った活動を振り返り，成果を認識する」「社会からの注目を受けて，社会性を発揮する」と
いう種々の現象を誘発していることが明らかとなり，人生の意味付けにおける自己充足の側面および，公共善の達成
の側面の双方から利用者の生きがいに肯定的な影響を与えていることが示唆された。

家業である歌舞伎俳優を継ぐ者たちにとっての健康：探索的ならびに質的記述的研究
湯淺晶子

質的記述的研究を用いて，伝統歌舞伎の技芸継承の中心的存在といえる，家業である歌舞伎俳優を継いでいる人た
ちにとっての健康について明らかにした。研究参加者３名に半構成的インタビューを実施した結果，５つのカテゴリ
「舞台に立ち続けることで無意識のうちに健康をとらえる」「その時に得られている健康状態で舞台に立ち客に尽くす」
「生まれてから死ぬまで歌舞伎俳優であり続ける」「舞台に応じて自分を整える」「自己管理によって健康を成り立　
たせる」が抽出され，家業である歌舞伎俳優を継いでいる人たちにとっての健康とは，＜歌舞伎俳優として，舞台に
立つこと，舞台に立ち続けること＞であることがわかった。歌舞伎俳優の「健康」言説を明らかにし，さらには歌舞
伎俳優が受け入れやすくなる産業安全保健の考え方を検討していく必要があることが示唆された。

B5判  年2回刊　97巻1号  定価1,600円（税込）　 年間購読料3,000円（税込，送料不要）
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大工職の建設作業者のハザード知覚スキル獲得プロセスに関する探索的検討
高橋明子，三品誠

ハザード知覚スキルの獲得プロセスを分析するため，ベテランの大工職の建設作業者へインタビュー調査を行い
M-GTAにより分析した。その結果11カテゴリーグループ，37カテゴリー，73概念が生成され，ハザード知覚獲
得プロセスは３つの時期に分かれた。初心者期はハザードの知識不足，ハザード・周囲への注意不足，ハザードの低
いリスク評価が見られた。初心者からベテランへの移行期は作業者の心理的変化と事故・ハザードの経験がハザード
知覚スキル獲得や注視対象のパターン化を促進した。

通所介護事業所における生きがい就業支援の実態～具体的な支援の方法に焦点を当てて～
永井邦明，川㟢一平，原田瞬，佐川佳南枝，森本誠司，小川敬之，小川芳徳

通所介護事業所における生きがい就業支援の実態をマイクロ・エスノグラフィーの手法を用いて調査した結果，通
所介護事業所の内部では，利用者及び職員の【A生きがい就業に対する理解の促進】や【B利用者が活躍できる環境
づくり】，【Cボランティアが活躍できる環境づくり】が生きがい就業の成立に重要な役割を果たしていることが示唆
された。また，事業所と外部の連携にあたっては，【D近しい地域ネットワークの活用】と【Eコンサルティングの活
用】という手段を用いて潜在的な協力企業を探索し，各ステークホルダーと連携しながら【F商品開発を行うにあた
っての工夫】をすることで支援体制の構築を進めていることが明らかとなった。

B5判  年2回刊　97巻2号  定価1,600円（税込）　 年間購読料3,000円（税込，送料不要）
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介護保険サービス利用者の生きがい就業を支援する意義 
―通所介護事業所の所長が支援を始めるまでのライフストーリーの分析から―
永井邦明，川﨑一平，原田瞬，佐川佳南枝，森本誠司，小川敬之，田端重樹，小川芳徳

本研究は，介護保険サービス利用者の生きがい就業を支援している実務家が，どのような経験を経て，利用者の生
きがい就業に対する支援が必要と思うに至ったのかを研究対象者の経験を重視したライフストーリーという観点から
明らかにし，生きがい就業を支援する意義について考察すること目的とした。生きがい就業の支援を導入した経験を
持つ，通所介護事業所の所長にインタビューを行い，ライフストーリーを構築した。分析を行った結果，利用者の見
えにくい主体性の排除という介護現場の抱える課題が明らかとなり，介護保険サービス利用者の生きがい就業を支援
することには，介護を受けるものが働く場面における見えにくい主体性の否定によって，働く機会を得ることが困難
な利用者を支援するという意味があることが示唆された。

電産賃金体系「能力給」に関する一考察 ―能力給のあがり方・きめ方を中心に―
山口陽一郎

「電産型賃金体系」は，「生活給賃金体系の典型」といわれ，戦後日本における年功給の出発点として高く評価され
ている。しかし，電産賃金体系は，「生活保証給」と「能力給」による依存型体系である。すなわち，能力給の活用
を当初から意図して構想した体系系であった。月例賃金の約80％を生活保証給などが占める平均的構成割合のみを
もって，生活給賃金体系の典型であるとみなす通説的な見解が定着したように思われてならない。
実証的な検討・分析に基づき，電産貨金体系における能力給の重要性に注目しつつ，本稿では能力給が労働者の賃
金を剌激し，労働者の昇進を動機づける機能を十分にもっていたことを明らかにする。
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精神障害者が一般就労移行につながるための就労継続支援B型事業所における支援過程
大原さやか，落合亮太，大島巖

就労継続支援B型事業所に通所する精神障害者のうち「移行滞留型」の利用者が希望する一般就労につなげる効果
的な支援過程を明らかにすることを目的とする。B型事業所管理者12名に対する半構造化面接を実施し，修正版グ
ラウンデッド・セオリー・アプローチの手法を用いて分析した。その結果，一般就労につながる６段階＜通所意思を
確認する＞，＜作業を通じて生身の利用者像を把握する＞，＜成長に寄り添う＞，＜通所安定を成長と見る＞，＜就
労を意識づけ，つなげる＞，＜就労継続を支える＞の支援過程が抽出された。
本研究より，移行滞留型の利用者の様相と，個別支援援計画の活用とストレングス・モデルに依拠した支援の重要
性が示唆された。

小規模事業所におけるトラックドライバーの労働環境・健康管理の実態調査
永峰大輝，仙波京子，石井賢治，石川智，竹内由利子，北島洋樹，野原理子，酒井一博

近年，トラックドライバーの労働環境と健康が問題となっている。トラックドライバーを対象とした従来の調査で
は，事業所の規摸別の分析は行われておらず，全体像をとらえた分析が行われていた。本研究では30名以下の従業
員で構成される事業所で働くトラックドライバーを対象に，労働環境と健康管理についてWeb調査を実施した。そ
の結果，小規模事業所で働くトラックドライバーの労働環境が健康に与える影響は少ないものと考えられた。健康診
断に関する項目では，個人事業主は健康診断を受診している人が少なく，事業規模が小さいほど健康診断の制度がな
いところが多かった。健康診断の受診と制度について，対策の必要性が示唆された。
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次号（７月号：７8巻７号）予定

〇特集に登場の92歳の現役記者，涌井さんには年
初に取材させて頂き，原稿も書き上げていました
が，特集のテーマとの関係で掲載が今になってし
まいました。その間に一つ年齢を重ねられ，91歳
という年齢に赤字を入れました。人生100年と言
われる時代の先頭を行く大先輩の姿は読者のみな
さんを元気づけてくれると確信します。
〇２年前の特集にご執筆の武田さんは，長く理事
長を務めてきた障害者就労支援施設を６月に勇退
されると聞き，特集と合わせて巻頭言も書いて頂
きました。「重い障害がある人達が働くことで付
加価値を生み出し社会に貢献している」という理
念は，今後も多くの人たちの「希望の星」です。
〇本誌は「労働を科学する」ための普及誌ですか
ら，もっと学術的な視座から特集を組んでほしい
という声もあるかと思いますが，さまざまな角度
から，幅広い視点で「働くこと」を見つめるため
に現場の「生の声」を届け続けたいと思っていま
す。もちろん王道を忘れているわけではありませ
んので，ご𠮟声とともに，原稿をお寄せ頂ければ
どんなに嬉しいことでしょう。結局は原稿募集の
おねだりとなりました。ドンと受け止めてくださ
ることを心から願っています。 （N）

［ 編集雑記 ］

〇本誌購読ご希望の方は
　直接下記あてにご予約くださるのが便利です。
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